
四
四
百
万
謀
ポ
ン
ド
に
減
少
し
た
。
し
か
も
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
舎
は
一
九
五
一
|
五
二
年

度
の
貿
易
収
支
は
輸
入
額

一
、
ご
五
O
百
万
濠
ボ
ン
ド
に
対
し
輸
出
額
は
六
六
O
百
万
濠
ポ
ン

ド
、
差
引
五
九
O
百
万
譲
ポ
ン
ド
の
入
超
と
な
り
、
さ
ら
に
五
O
百
万
濠
ポ
ン
ド
の
貿
易
外
収

支
の
支
払
起
を
加
算
す
れ
ば
同
国
の
函
際
収
支
は
突
に
六
回
O
百
万
諒
ポ
ン
ド
の
赤
字
に
上
る

も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
ポ
ン
ド
残
高
も
昨
年
十
二
月
末
の
五
四
四
百
万
誠
ポ
ン
ド
か

ら
本
年
三
月
末
に
は
四
O
O
百
万
桜
ポ
ン
ド
、
六
月
の
年
度
末
に
は
二
五
O
百
万
掠
ポ
ン
ド
を

下
廻
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。

第
二
は
羊
毛
価
格
の
下
落
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

一
九
五

一
年
下
半
期
の
脂
付
羊
毛
相
場
は

一

ポ
ン
ド
当
り
七
九
・五
二
ペ
ン
ス
で
、
前
年
同
期
の

一一一
四
・七
一
ペ
ン
ス
に
比
し
三
一二
%
安
、

昨
年
三
月
の
ど
l
ク
た
る
こ

0
0ペ
ン
ス
に
比
し
六
O
%
安
を
示
し
た
。

第
三
は
輸
出
向
島
牧
畜
産
品
の
減
産
傾
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
二
次
大
戦
以
降
に
お
け
る

政
府
の
工
業
化
政
策
の
推
進
と
こ
れ
に
伴
う
践
牧
吉
開
業
の
不
振
に
よ
り
羊
毛
、
小
麦
、
砂
糖
、

肉
類
等
の
輸
出
余
カ
が
減
退
し
た
こ
と
で
お
る
。

法
州
政
府
は
今
回
の
輸
入
削
減
措
置
と
併
行
L
て
、
輸
出
の
増
大
を
は
か
つ
て
い
る
が
、
羊

毛
、
砂
梢
等
の
噌
産
は
単
急
に
は
望
め
ず
、
ま
づ
小
麦
の
増
産
に
着
目
し
て
い
る
。
こ
れ
が
た

め
、
政
府
は
農
業
所
得
税
お
よ
び
地
租
(
基
礎
控
除
を
玉
、

0
0
0液
ポ
ン
ド
か
ら
八
、
七
五
O

諜
ポ
ン
ド
に
引
上
げ
〉
の
軽
減
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
従
来
小
麦
価
格
(
輸
出
割
当
価

格
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
り
最
高

了
八
0
ド
ル
、
自
由
価
格
三
ド
ル
以
上
)
は
羊
毛
価
格
に
比
し
割

安
で
あ
り
、
ま
た
肥
料
、
農
機
具
等
の
不
足
か
ら
小
麦
の
作
付
面
積
は
一
九
四
七
|
四
八
年
の

二
二
、
八
八
O
千
エ
ー
カ
ー
か
ら
一
九
一
丘
一
|
五
二
年
の
一

O
、
二
四
O
千
エ
ー
カ
ー
に
減
少
し

た
。
従
っ
て
今
日
自
由
価
格
で
克
れ
る
小
麦
の
輸
出
余
力
が
皆
無
と
な
っ
た
こ
と
が
同
国
に
お

け
る
重
要
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
政
府
は
今
後
貿
易
の
不
振
を
主
因
と
し
て
関
税
収
入
な
ら
び
に
一
般
所
得
税
等
成
人

の
減
退
が
予
想
さ
れ
る
の
で
明
年
度
(
一
九
五
二

l
五
一一
一
年
度
)
の
政
府
支
出
を
本
年
度
の
九
二

七
百
万
濠
ポ
シ
ド
か
ら
七
O
O
百
万
濠
ポ
ン
ド
に
削
減
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
本
会
計
年
度
に

お
い
て
も
国
防
予
算
一
八
ご
百
万
捺
ポ
ン
ド
の
内
実
際
の
支
出
を
一
四
O
百
万
法
ポ
ン
ド
程
度

に
止
め
た

い
意
向
の
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
政
府
の
諸
施
策
に
対
し
、
か
つ
て
涼
州
経
済
を
ド
ル
地
域
に
編
入
し
も
っ
て
経

海

外

経

済

調

査

(

上

)

昭
和
二
十
七
年
四
月

済
自
立
を
達
成
す
べ
し
と
主
張
し
た
濠
州
の
指
導
的
経
済
学
者
サ
i

・
ダ
グ
ラ
ス

・
コ
ー
ブ
ラ

ン
ド
は
、
「
今
回
の
輸
入
削
減
に
よ
り
、
従
来
の
如
き
テ
ン
ポ
の
工
業
化
は
到
底
望
め
な
い
ば

か
り
か
、
か
か
る
一
時
的
措
置
の
み
で
は
今
日
の
危
機
は
打
開
出
来
な
い
。
し
か
も
今
次
の
輪

入
削
減
が
予
知
山
外
に
長
期
に
わ
た
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
と
諒
州
聞
の
自
由
貿
易
は

望
め
な
く
な
り
、

ひ
い
て
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
全
体
に
と
っ
て
も
損
失
と
な
ろ
う
。
従
っ

て
、
政
府
は
た
だ
ち
に
ア
メ
リ
カ
資
本
の
導
入
に
つ
い
て
対
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
」
と
の
べ

て
い
る
。

な
お
右
の
コ
l
ブ
ラ
ン
ド
の
主
張
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
一
一
一
月
上
何
世
界
銀
行
の
総

裁
一
行
が
諌
州
を
訪
問
し
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
}
行
の
目
的
は
、

一
九
五
O
年
同
国
に
あ
た

え
ら
れ
た
一
億
ド
ル
の
借
款
が
ど
の
よ
う
に
支
出
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
あ
わ
せ
て
濠
州

の
一
五
O
百
万
ド
ル
に
上
る
新
借
款
要
請
の
可
否
を
検
討
す
る
に
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
七
年
四
月

海

外

経

済

事

情

目

次

一
、

概

況

二
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
動
向

ω
崇
気
な
ら
び
に
統
制
の
助
君

ω
対
外
経
済
の
動
向

三
、
西
欧
経
済
の
諸
問
題

ω
イ
ギ
リ
ス
国
際
収
支
改
善

ω
フ
ラ
ン
小
康

間
西
ド
イ
ツ
の
金
融
引
締
強
化

回
、
モ
ス
ク
ワ
国
際
経
済
会
議
と
ソ
述
の
貿
易
計
画

六
一
七



経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

こ

)

玉
、
中
共
の
貿
易
計
画
と
生
産

(
附
〉
香
港
の
日
本
品
再
輸
出
禁
止

六
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

ω
日
比
通
商
協
定
の
暫
定
的
延
長

間
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
変
と
市
場
不
握

間
タ
イ
米
価
格
の
高
騰
と
経
済
統
制
の
強
化

七
、
イ
ン
ド
そ
の
他

ω
イ
ン
ド
綿
業
の
不
振

間
パ
キ
ス
タ
ン
黄
麻
業
不
況

間
濠
州
小
麦
協
定
の
価
拘
引
上
要
望

一
、
概

況

本
年
初
来
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
諸
国
が
そ
の
経
済
危
機
克
服
の
た
め
相
次
い
で
輸
入
抑
制
策

を
誹
じ
た
影
響
は
広
汎
で
、
世
界
的
な
貿
易
縮
小
傾
向
を
招
来
し
、
就
中
繊
維
産
業
に
つ
い
て

は
各
国
と
も
著
し
い
打
磐
を
受
け
、
失
業
の
酬
明
大
、
操
短
等
最
気
の
中
だ
る
み
は
一
層
深
刻
化

し
、
世
界
的
な
不
況
の
到
来
を
思
わ
し
む
る
情
況
に
あ
る
。
か
か
る
折
柄
三
日
よ
り
モ
ス
ク
ワ

に
お
い
て
位
界
貿
易
の
促
進
を
目
的
と
す
る
位
界
経
済
会
識
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
各
国
の
多

大
の
関
心
を
慈
い
た
。
モ
ス
ク
ワ
経
済
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
夙
に
こ
れ
が
ソ
辿
間
経
済

の
緊
迫
化
に
基
く
も
の
と
し
、
こ
れ
を
以
て
自
由
諸
国
の
ソ
述
閤
向
戦
略
物
資
禁
輸
政
策
の
著

し
い
成
功
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
、
或
い
は
世
界
貿
易
の
現
況
下
に
お
い
て
、

ソ
速
が
東
西
貿
易
の
促
進
、
ア
メ
リ
カ
と
西
献
と
の
雌
問
を
図
っ
た
も
の
、
即
ち
従
来
か
ら
の

平
和
経
済
攻
勢
の
一
環
と
看
倣
す
も
の
等
租
々
の
観
測
が
行
わ
れ
た
が
、
概
し
て
各
国
政
府
は

こ
れ
を
怪
視
す
る
態
度
で
あ
っ
た
。
然
る
に
会
議
の
席
上
発
表
さ
れ
た
港
大
な
る
ソ
迎
の
貿
易

計
画
と
い
い
、
ソ
連
圏
諸
国
の
取
引
申
出
と
い
い
、
世
界
的
不
況
に
悩
む
各
国
の
政
府
、
民
間

に
与
え
た
心
理
的
影
響
に
は
無
視
し
得
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
会
議
は
十
一
一
日
終
了
し
た
が
、
九

日
に
は
間
際
貿
易
機
構
の
設
置
の
提
唱
を
含
む
決
議
案
が
可
決
さ
れ
る
等
、
今
後
の
動
向
に
は

注
同
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

右
と
は
対
照
的
に
ア
メ
リ
カ
で
は
国
内
産
業
の
保
識
と
い
う
観
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

六
一
八

使
用
制
限
下
に
あ
る
物
資
(
ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
バ
ル
ト
等
〉
を
使
用
し
た
民
需
品
の
輸
入
を
制
限
せ

ん
と
す
る
ケ
l
プ
ハ
1
ト
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
外
、
関
税
引
上
の
傾
向
強
く
、
た
め
に

先
般
イ
タ
リ
ア
政
府
は
抗
議
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
九
日
イ
ギ
リ
ス
政
府
も
厳
重
な
る
覚

書
を
米
政
府
に
提
出
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
政
府
当
局
は
前
記
ケ
l
プ
ハ
1
ト
法
案
に
は
反
対
の

意
向
を
表
明
し
て
い
る
が
、
世
界
的
ド
ル
不
足
の
激
化
し
つ
つ
あ
る
折
柄
、
今
後
の
ア
メ
リ
カ

圏
内
業
者
及
び
議
会
筋
の
動
向
は
注
目
に
値
す
る
。

十
七
日
ロ
ン
ド
ン
に
で
国
際
小
麦
協
定
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
価
格
及
び
割
当
量
を
続

っ
て
生
産
国
、
消
費
国
問
の
意
見
の
対
立
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
折
柄
、
そ
の
結
論
は
日
本
と
し

て
も
多
大
の
関
心
事
た
る
を
失
わ
な
い
。

こ
の
よ
う
・
な
小
麦
生
産
国
の
強
硬
態
・
度
は
接
洲
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の
不
作
に
よ
る
供
給
減
、

イ
ン
ド
の
凶
作
に
基
く
需
閥
次
増
な
ど
に
起
因
す
る
が
、
他
方
米
般
の
需
給
窮
屈
に
基
〈
タ
イ
米

側
粕
の
昂
腕
な
ど
世
界
的
に
見
て
、
主
要
食
糧
品
の

値
上
り
は
、
綿
花
、
羊
毛
、
ゴ
ム
、
ジ

ュ
ー
ト
な
ど
爾
余
の
農
産
物
価
の
低
落
に
対
し
鋭
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
を
反
映
し
カ

ナ
ダ
、
タ
イ
の
好
況
、
涼
洲
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
不
況
な
ど
諸
国
間
の
景
況
の
凸
凹
は

可
成
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。

こ
の
外
主
だ
っ
た
出
来
事
と
し
て
は
刻
日
平
和
条
約
が
二
十
八
日
発
効
を
み
た
こ
と
、
ア
メ

リ
カ
の
鉄
鋼
ス
ト
ラ
イ
キ
が
遂
に
大
統
領
の
鉄
鋼
工
場
の
接
収
命
令
に
ま
で
発
展
し
、
労
資
聞

の
み
な
ら
ず
政
府
対
会
社
の
対
立
と
も
な
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ー
、

ア
メ
リ
カ
経
済
の
動
向

ω
景
気
な
ら
び
に
統
制
の
動
身
、

国
防
動
員
計
四
の
線
延
べ
に
つ
い
て
は
従
来
臨
々
民
間
な
ら
び
に
政
府
筋
か
ら
非
公
式
に
・
喧

伝
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
内
月
二
日
国
防
動
員
本
部
長
官
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
第

一
四
半
期
報
告
に
お

い
て
改
め
て
こ
れ
を
確
認
し
、

「
特
に
空
軍
拡
充
は
当
初
三
カ
年
計
画
と
し
て
構
慰
さ
れ
た
の

が
今
や
問
カ
年
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
延
長
さ
れ
る
に
至
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
繰
延
べ

の
原
因
と
し
て
は
大
別
し
て
国
際
的
な
緊
張
の
減
退
-
動
員
計
回
迷
成
後
の
恐
慌
回
避
~
計
圃

実
施
而
で
の
諸
困
難
の
三
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
政
府
の
財
政
収
支
は
一
九
五

三
年
度
に
信
託
会
計
を
含
め
約
四

O
億
.
ド
ル
の
赤
字
予
怨
だ
っ
た
も
の
が
、
最
近
の
情
勢
に
よ

れ
ば
殆
ん
ど
収
支
相
償
う
見
込
で
あ
る
が
、
こ
の
原
因
と
し
て
は
物
資
納
入
遅
延
に
よ
る
政
府



支
払
の
停
滞
、
対
外
援
助
の
遅
延
な
ど
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
に
あ
っ
て
、

一
般
の
購
買
力
は
イ
ー
ス
タ
ー
を
迎
え
て
も
些
程
反
応
を
示
さ
ず
、
貯
蓄
は
依
然
高
率
を
示

し、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
貯
蓄
銀
行
協
会
の
発
表
に
よ
れ
ば
二
月
中
の
同
州
貯
蓄
銀
行
預
金
は
五

八
百
万
ド
ル
増
加
し
、

一
二
、
二
六
七
百
万
ド
ル
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
ア

メ
リ
カ
の
景
気
の
動
向
は
な
お
停
滞
な
い
し
再
調
盤
の
段
階
を
脱
し
て
い
な
い
と
云
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
一
九
三
五
年
を
一
O
O
と
す
る
維
新
活
動
指
数
は
鉄
鋼
ス
ト
の
影
響
も
あ
る

が
、
本
月
第
一
週
の
二
一

九

・
九
か
ら
第
二
週
に
は
一
九
三
・
三
に
低
落
、
第
三
週
に
二
一

二
・
O
ま
で
回
復
を
示
し
た
に
留
り
、
物
価
は
概
し
て
横
道
に
終
始
し
、
株
価
は
三
月
末
の
高

値
に
対
す
る
訂
正
安
に
加
え
朝
鮮
休
戦
と
鉄
鋼
ス
ト
の
模
様
眺
め
で
振
わ
ず
、
月
初
二
六
七

・

一
一
二
ド
ル
で
あ
っ
た
工
業
株
三
十
種
平
均
は
三
十
日
に
は
ご
五
七

・
六
一一
一
ド
ル
に
低
落
し
た
。

農
業
部
門
で
も
略
々
同
様
で
、
棉
花
は
繊
維
市
場
の
不
慌
を
、
ま
た
小
麦
は
四
月
十
日
発
表
の

豊
作
予
想
を
反
映
し
て
総
じ
て
不
冴
え
で
あ
っ
た
。
な
お
、
四
月
十
日
の
農
務
省
発
表
に
よ
れ

ば
現
年
度
の
小
麦
総
収
穫
予
知
地
震
は
一
、
=
五
三
百
万
ブ
ッ
シ
ェ
ル
で
昨
年
比
三
億
ブ
ッ
シ
ェ

ル
桝
と
な
っ
て
い
る
。

上
記
の
如
会
景
気
不
振
を
背
景
と
し
て
財
界
筋
に
あ
っ
て
は
統
制
撤
廃
乃
至
級
和
の
要
望
が

漸
次
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
。

先
ず
統
制
資
材
計
画
に
よ
る
耐
久
消
費
物
資
生
産
部
門
へ
の
割
当
は
第
二
四
半
期
に
は
基
準

期
間
(
朝
鮮
動
乱
勃
発
前
半
年
間
)
に
比
し
鋼
鉄
五
O
%
、
鋪
一
一一
O
沼
、
ア
ル
ミ

ニ
ュ
ー
ム一一一

O
%
で
あ
っ
た
が
、
第
三
四
半
期
は
第
一
次
割
当
の
み
で
そ
れ
ぞ
れ
五
五
%、
三
五
%、
四

五
銘
と
な
っ
て
お
り
、
追
加
割
当
を
含
め
ば
そ
れ
ぞ
れ
六
五
%
、
四
O
%
、
五
O
%
と
な
る
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
政
府
は
十
九
日
、
第
二
次
大
戦
以
来
維
持
し
て
来
た
天
然
な
ら
び
に
人
造
ゴ
ム
に
対

す
る
統
制
を
、
特
殊
品
目
を
除
き
全
而
的
に
撤
廃
し
た
。
ゴ
ム
の
統
制
廃
止
は
世
界
的
な
ゴ
ム

供
給
の
増
加
と
園
内
の
人
造
ゴ
ム
増
産
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
圏
内
は
勿
論
の
こ
と
、
海
外

生
産
国
に
好
影
響
を
与
え
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
物
価
安
定
局
は
ご
十
二
日
、
牛
皮
、
豚
皮
、
樹
皮
、
牛
脂
、
ラ
ー
ド
、
動
物
廃
品
、

植
物
油
、
石
齢
、
組
綿
実
油
、
粗
大
豆
油
、
粗
玉
窃
黍
油
、
パ

l
ラ
ッ
プ
、
羊
毛
、
ウ
ー
ル

・

ト
ッ
プ
、

・ゥ
l
ル
・
ノ
イ
ル
、
ア
ル
パ
カ
の
十
六
品
目
に
つ
い
て
同
月
二
十
八
日
以
降
価
格
統

海

外

経

済

調

査
〈
上
〉

昭
和
二
十
七
年
四
月

制
を
臨
止
す
る
旨
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
在
価
格
が
最
高
価
格
を
下
廻
っ
て
お

り
、
近
い
将
来
に
再
統
制
の
必
要
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
政
府
当
局
は
さ
ら
に
棉

花
、
織
物
、
衣
類
等
に
も
ζ
れ
を
拡
大
す
る
意
向
と
い
わ
れ
る
。

つ
Mgに
連
邦
通
信
委
員
会
は
十
三
日
、
資
材
供
給
事
情
の
緩
和
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
局
の
建
設
制
限
を
撤
廃
し
た
。
現
在
一
O
八
局
が
放
送
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
今
後

二
、
O
五
一
二
局
が
地
殻
さ
れ
全
米
に
電
波
綱
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
テ
レ
ビ

・
セ
ッ
ト
の

売
行
き
増
大
、

高
級
セ
ッ
ト
の
需
要
地
加
が
捌
持
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
統
制
撤
廃
の
気
速
は
金
融
面
に
も
波
及
し
、
議
会
方
面
で
は
五
O
年
九
月
以

来
突
施
中
の
賦
払
統
制
廃
止
を
問
題
と
し
て
い
る
が
、
連
邦
準
備
制
度
当
局
も
趣
旨
と
し
て
は

こ
れ
に
異
論
な
く
、
既
に
四
月
八
日
、
従
来
五

0
ド
ル
以
上
の
商
品
を
対
象
と
し
て
い
た
の
を

一
0
0ド
ル
以
上
に
引
上
げ
て
お
り
(
即
ち
一

0
0ド
ル
未
満
の
商
品
購
入
に
対
す
る
月
賦
払

い
に
就
い
て
は
何
等
の
制
限
も
な
い
こ
と
と
な
っ
た
)
、
全
面
的
な
廃
止
も
時
闘
の
問
題
で
あ

ろ
う
。以
卜
」
述
の
統
制
緩
和
が
今
後
ア
メ
リ
カ
の
長
気
立
直
り
に
ど
の
程
度
貢
献
す
る
か
は
軽
々

に
予
見
で
き
な
い
が
、
そ
の
外
に
も
ス
ト
に
よ
る
鉄
鋼
、
石
油
等
の
需
給
窮
開
化
、
五
月
二
円

以
降
笑
施
予
定
の
貨
物
運
賃
引
上
(
東
部
六
銘
、
南
部
、
・
西
部
九
劣
)
の
発
表
、
四
一
百
万
ヤ
ー

ド
の
帆
布
、

一
O
百
万
ヤ
ー
ド
の
気
球
用
布
地
、
一
O
百
万
ヤ
ー
ド
の
綿
布
等
織
維
口
聞
に
対
す

る
大
量
軍
需
発
註
等
景
気
刺
戟
材
料
の
あ
る
こ
と
は
見
落
し
え
な
い
。

鉄
鋼
争
識
は
今
月
の
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
る
最
大
の
事
件
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
四
月

-
目
、
ア
メ
リ
カ
合
同
鉄
鋼
労
働
組
合
会
長
フ
イ
リ
ッ
プ

・
マ
レ
イ
は
各
経
営
者
に
対
し
、
四

月
九
日
午
前
十
二
時
一
分
よ
り
ス
ト
に
入
る
旨
通
告
し
、
こ
こ
に
昨
年
の
十

-
月
以
来
五
カ
月

に
亘
っ
た
争
識
も
最
終
段
階
に
到
述
、
大
統
領
は

ωス
ト
静
観
凶
タ
フ
ト

・
ハ
ー
ト
レ
イ

法
発
動
凶
鉄
鋼
業
接
収

ω鉄
鋼
価
格
の
大
師
引
上
の
い
ず
れ
か
を
選
ば
ざ
る
を
え
な
い
事

態
に
直
面
し
た
。
結
局
大
統
領
と
し
て
は
法
的
に
疑
義
を
残
し
つ
つ
も
臨
機
の
手
段
と
し
て
接

収
を
決
定
、
八
日
、
ラ
ジ
オ
を
以
て
こ
の
旨
発
表
し
た
。
と
れ
に
対
し
業
界
、

共
和
党
な
ど

は
激
し
い
反
撃
を
加
え
、
政
府
の
主
宰
し
た
政
府
労
使
三
者
委
員
会
も
了
解
点
を
見
出
し
え

ず
、
十
八
日
、
ソ
l

ヤ
i
商
務
長
官
は
二
十
二
日
ま
で
に
解
決
せ
ざ
る
時
は
賃
上
を
強
行
す
る

旨
笹
告
、
つ
い
で
二
十
三
日
に
は
鉄
鋼
価
格
ト
ン
当
り
一一一
ド
ル
の
引
上
を
発
表
し
た
。
こ
の
価

六

一
九



経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

二

)

格
は
ケ
1
プ
ハ
I
ト
修
正
条
項
を
厳
格
に
適
用
し
た
も
の
で
会
社
側
の
要
求
す
る
十
二
ド
ル
は

勿
論
、
一
般
に
予
想
せ
ら
れ
た
五
l
六
ド
ル
を
も
著
る
し
く
下
廻
っ
た
た
め
会
社
側
の
態
度
は

さ
ら
に
硬
化
す
る
に
至
っ
た
。
一
方
ワ
シ
ン
ト
ン
の
連
邦
地
方
裁
判
所
は
二
十
九
日
大
統
領
の

処
置
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と
判
決
を
下
し
た
た
め
組
合
側
は
一
斉
に
ス
ト
を
開
始
し
た
。
司
法

省
は
上
級
裁
判
所
の
再
審
理
ま
で
判
決
執
行
の
中
止
を
要
請
し
た
が
三
十
日
、
地
方
裁
判
所
は

と
れ
を
拒
否
し
、
事
態
は
先
行
容
易
な
ら
ぬ
も
の
を
思
わ
せ
て
い
る
(
そ
の
後
五
月
早
々
控
訴

院
は
大
審
院
に
よ
る
最
終
判
決
の
あ
る
迄
政
府
の
接
収
を
有
効
と
認
め
る
旨
決
定
し
た
の
で
現

在
ス
ト
ラ
イ
キ
は
中
止
さ
れ
て
い
る
〉
。

こ
の
問
題
が
終
局
的
に
如
何
に
落
着
す
る
か
は
別
と
し
て
、
鉄
鋼
関
係
の
労
資
両
当
事
者
は

そ
れ
ぞ
れ
全
米
労
働
陣
営
並
に
資
本
家
側
を
代
表
す
る
勢
力
で
あ
り
、
三
十
日
に
一
時
間
二
十

五
セ
ン
ト
の
賃
銀
引
上
を
要
求
し
て
ス
ト
に
入
っ
た
石
油
海
難
を
始
め
闘
争
中
の
也
信
、
電

話
、
鉄
道
、
更
に
こ
れ
わ
正
計
州
中
の
石
炭
等
各
産
業
界
に
与
え
る
影
響
は
深
刻
な
も
の
が
あ

り
、
成
行
如
何
に
よ
っ
て
は
賃
銀
物
価
の
思
循
環
を
惹
起
す
る
と
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
争
識

が
長
引
け
ば
減
産
に
よ
る
影
響
も
軽
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
政
府
は
二
十
九
日
暫
定
描

ア

メ

リ

カ

主

要

経

済

指

棋

卸製製輸輸新失就個工消
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一
九
五

O
年

...L ノ、

月

一
七

0
・二

一
丸
九

二
一

九
・

o

六
て
四
八
=

三
、
=
一
八
四

一一、一一一一占ハ

六
八
七

八
七
七

二
九
、
一
二
三

一
九
-
二
七
一
一0
0・二

...L ノ、

一
八
五
・

一一
二
一

二
五
-

六
て
八
O
一-
一

一
、
九
八

O

二
、
四
八
三

九
三

O

て

二
九
四

一九、

0
0九

一二
、
一
一
一一
一一一

一
一
五
・

六
二

O

置
と
し
て
全
民
需
な
ら
び
に
輸
出
向
の
鉄
鋼
積
出
を
禁
止
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
鉄
鋼
不
足
に

悩
む
英
国
は
早
速
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
間
題
の
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
は
ア

メ
リ
カ
圏
内
の
見
方
も
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
政
府
の
賃
銀
物
価
対
策
が

新
し
い
試
鯨
に
遭
遇
し
つ
つ
あ
る
と
と
は
事
実
で
あ
る
。

最
後
に
一
般
的
な
景
気
不
振
に
対
し
、
政
府
部
内
に
は
大
統
領
選
挙
の
関
係
も
あ
り
、
政
府

支
払
の
促
進
を
要
望
す
る
声
も
あ
る
が
、
議
会
は
逆
K
課
税
負
担
軽
減
の
見
地
か
ら
予
算
削
減

に
専
心
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
四
月
一
一
一目
、
下
院
歳
出
委
員
会
は
一
九
五
三
年
度
の
軍
事
貨

を
大
統
領
の
要
請
額
五

O
、
九
-
二
百
万
ド
ル
か
ら
問
、

二
四

O
百
万
ド
ル
削
減
し
て
本
会
識

に
提
出
、
本
〈
訴
訟
は
九
日
、
こ
れ
を
さ
ら
に
圧
縮
、
四
、
七
一
三
百
万
ド
ル
を
削
減
し
、
問

中ハ
、
ニ

O
七
百
万
ド
ル
と
し
て
上
院
へ
送
付
し
た
。
訟
会
筋
で
は
右
の
削
減
に
も
拘
わ
ら
ず
五

て

五

二一
同
年
度
の
綿
越
分
を
加
え
る
と
五
三
年
度
の
軍
事
貨
の
支
出
可
能
制
は
な
お
千
億
ド

ル
以
上
に
迷
す
る
と
見
て
い
る
が
、
大
統
領
は
十
八
日
、
ア
メ
リ
カ
白
川
逃
兵
協
会
に
お
け
る
演

説
の
中
で
上
院
は
下
院
の
削
減
額
を
復
活
す
べ
き
で
あ
る
と
強
力
な
発
言
を
行
い
注
目
を
惹
い

た。
九

年

五

玉

九

月

一
八
九
・
一

一

八
九
・
二

一

一

一

八

謙

一

一

二
一一

一

二
五
八
土
ハ
一

二
五
七
・
二

六

て

O
一
凶
一
五
九
、
七
五
二
一

一、
六
七
凶
一

二
、
O
八

六

一

二
、
四

一一一

一

二

、
五
五
一
一

八

O
一

一

九
二
一
一
一

て
四
三
六

一

て
ニ
閉
六

一

*
削
工
、
O
一
凶

一
*
四
二
、

c
o
o
-

ニ
O
、

八

二

九

二

三

、
0
0
0

一

一
一
三
・主

-

一

一

一

二

ハ

一
* 

十

月

月

一
八
八
・0

二一一一一

二
五
七
・
一

五
九
、
七

一
回

一
、
八

O
四

*

二
、
七
O
九

八
九
二

て
三
八
二

*凹
二
、
O
七
九

.lf 

月

月

四



一

一

五

入
・一三

一
七
八
・八
一

一
九

0
・
一

一

一

九

三

・
二

一

九

二

・五
一

一

一
O
一
一
一
一

一
O
玉

一

一
O
丸

一

O
五

一

*

一

O
玉

一

一

二
七
二
五
六

一
二
七
、

八
O
九

一
二
九
、
二

O
六

一

一一
八
、
四
六
五

一
三
一八
、
一
二
二
九

τ二
八
、
四
六

O

一

八
五
、
O
四
O

一
八
八
、
九
六

O

一
*
九
入
、
一

O
O

一
*
九
五
、
五

O
O

一

一

ω労
働
統
計
局
調
査
、

ω連
邦
準
備
制
度
理
事
会
附
資
、
間
盤
分
月
平
絢
、

ω市
間
務
省
側
査
、

ω附
函
勢
調
査
、
十
四
歳
以
上
の
労
働
省
、
率
飾
的
調
笠
な
し
、
附
筒
務
省
お
よ
び
労

ω統
計
局
調
査
、

mω
筒
務
省
、
際
、
制
岬
沼
特
別
査
、
問
仰

向
務
省
お
よ
び
連
邦
単
備
制
度
理

m会
調
査
、

ω労
働
統
計
局
側
畳
、

ω証
券
取
引
受
員
会
制
資
、
普
通
妹
二
六
五
糧
平
幼
、

ω迎
邦
制
中
川
棚
制
度
理
耐
申
会
一調
査
、
米
関
慈
分
、

ω園
町
お
よ
び
巡
邦
昭
摘
銀
行
手
持
分
を
除
〈
、
月
中
平
均
額
、

ω

叙
符

m
m金
お
よ
び
政
府
預
金
を
除
〈
、
名
月
地
約
水
他
日
開
問
向
。

*
措
定

一
株

側

指

数

(

一

九

三

九

H

一
O
O
)
ω

一
百
貨
庖
売
上
高
指
数
(
一
九
四
七
|
四
九
日
一

O
O
)随

一
現

金

流

通

高

(

百

万

ド
ル
)
幽

一
要

求

払

預

金

残
高

(
百
万
ド
ル
)回

〈
川
棚
雌
骨
〉

食

ア

メ

リ

カ

主

要

商

品

お

よ

び
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特
記
し
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も
の
以
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1
習

l
p
相
場

一
七
五
二ハ
・
二
八

一一
七
五
・
0
0

}
五
・
七
二

0
・
七
八
三

四
・七
九

一
五
万

一
一
一
一
文

二
五
五

一
一
・
五
一

ニ
O
九
・
O
入

五
二
・
二
四

四

0
・六
四

一
九
四
三
・八

O

一
七

一
一
一
五
・

0
0

一
八
・
二
五

7
0
六

四
六
・

O
六

一
七
足

L
¥

』、
F
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-
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 ー_._ノ¥一一

・五
一

二
四
二
・
六
四

七
二
・三
九

四
二
・
O
八

聞
対
外
経
済
の
動
向

モ
ス
ク
ワ
経
済
会
-訟
に
つ
い
て
は
当
初
単
な
る
平
和
攻
勢
の

一
環
と
し
て
軽
視
す
る
傾
向
に

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
現
実
の
影
響
が
意
外
に
重
大
で
め
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
ア
チ
ソ
ン
国
務

長
宵
も
十
九
日
、
ア
メ
リ
カ
新
開
発
行
者
年
次
大
会
の
・町
上
ソ
速
が
本
会
識
に
よ
っ
て
自
由
諸

国
聞
の
離
間
を
企
図
し
た
こ
と
、
経
済
交
流
の
目
的
が
戦
略
物
資
制
迷
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
指

摘
し
、
今
後
も
ソ
連
聞
諸
国
に
対
す
る
輸
出
は
厳
重
に
制
限
す
る
必
裂
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し

一
九
五
一

・八
五

一
九

一
二
二
・

0
0

二
0
・
-
一八

一・

O
一二

四
二
・七
五

一
六

五二
五一

一
・
五
一

二
六
九
・

八

一
・七

O

四
七
・
二
二

一
九
五

一
・八
五

一
九

二
O
五
・
0
0

二

0
・二
λ

一
ニ
二
五

四

一
・二

O

一
回
来

ー

一
四
元

五
O
Z

一
六
三

一
一
・
五
一

二
六

0
・0
八

八
四
・八
七

四
八
・
四
ご
一

一
九
五

一
・
八
五

一
九

二

一
0
・0
0

二

0
・二
八

一
二
一
一
定

四
二
・
五
五

一
四
五

五

0.五

一
六
三

一
一
・
五
一

二
六
九
・
四
六

九
四
・一ニ
六

五

0
・
二
一

-'-ノ、
一
九
四
五
・
八
五

一
八

二
O
六
・
0
0

一
九
・五
O

一
二

二

足

九
二

五

一
四
米

四
八
疋

一
五
疋

一一・
五

一

二
五
七
二
ハ

九
二
・
入

四
八
・四
三

た
。
商
務
省
は
二
十
九
日
、
五
月

一
日
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
を
含
む
西
欧
十
カ
国
に
対
す
る
戦
略

物
資
輸
出
に
新
措
置
を
論
じ
、
輸
入
国
政
府
は
許
可
な
く
し
て
再
輸
出
し
な
い
旨
を
証
明
す
る

輸
入
許
可
書
を
発
給
し
、
輸
出
業
者
は
こ
の
許
可
蓄
を
添
付
し
て
輸
出
申
請
を
行
う
こ
と
と
し

た
.か
、
こ
れ
も
対
ソ
辿
閤
輸
出
制
限
強
化
の
現
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
あ
C

ょ
う
。

モ
ス
ク
ワ
経
済
会
識
が
直
に
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
に
大
き
い
変
化
を
IM
測
す
と
は
考
え
ら
れ

し
か
し
、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
各
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
批
判
が

p
z
h

、.、也、

ゆ

''a、B
U
A
H
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一
段
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
こ
と
は
無
視
し
え
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

六
日
、
商
務
省
は

一
九
五
一
年
ま
で
の
対
外
援
助
実
績
を
公
表
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
五

一
年
中
の
援
助
支
出
総
額
は
借
款
を
含
め
て
総
額
五

O
億
ド
ル
で
、
う
ち
軍
事
援
助
二
ハ
億
ド

ル
、
経
済
技
術
援
助
二
六
億
ド
ル
と
な
っ
て
お
り、

軍
事
経
済
援
助
予
算
中
五

一
年
末
未
使
用

残
高
は
一
一
一
一
四
億
ド
ル
で
第
二
次
大
戦
後
の
累
計
は
三
九

O
億
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
被

援
助
国
か
ら
の
返
演
額
を
差
引
い
た
昨
年
中
の
純
対
外
扱
助
額
は
四
六
億
ド
ル
で
、
フ
ラ
ン
ス

三
九
九
百
万
ド
ル
、
ド
イ
ツ
三
六
五
百
万
ド
ル
、
イ
タ
リ
ア
二
五
八
百
万
ド
ル
、
日
本
二
五

O

百
万
ド
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
四
七
百
万
ド
ル
、
イ
ギ
リ
ス
一
二
九
百
万
ド
ル
、

イ
ン
ド
一

O

八
百
万
ド
ル
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

相
互
安
全
保
障
本
部
(
M
S
A〉
は
引
続
き
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
、
ピ
ル
マ
、

タ
イ
、
イ

γ
ド

ジ
ナ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
援
助
を
供
与
し
た
ほ
か
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
に

対
し
て
は
一
一一
億
ド
ル
の
援
助
資
金
の
う
ち
凹
!
五
千
万
ド
ル
を
第

一
四
分
と
し
て
凶
月
中
に
供

与
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
機
構
は
極
め
て
被
靴
で
時
間
的
に
も
遅
延
し
勝
ち
で
あ
る
と
と
は
、

特
に
経
済
危
機
に
悩
む
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
符
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

と
の
点
に
つ
い
て
前
国
際
開
発
諮
問
委
員
会
会
長
ネ
ル
ソ
ン

・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
七
日
、

「
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
は
そ
の
方
法
の
点
で
混
乱
を

生
じ
て
お
り
、
根
本
的
に
再
編
す
る
必

要
が
あ
る
。

M
S
A
の
ほ
か
に
二

O
の
政
府
機
闘
が

海
外
で
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

M
S
A
を
廃
止
し
、

軍
事
援
助
は
国
防
省
の
所
管
と
し
、
経
済
援
助
に
つ

い
て
は
こ
れ
を
総
嬉

す
る
新
し
い
行
政
機
関
を
設
置
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
注
目
を
惹
い
て
い
る
。

つ
ぎ
に
ア
メ
リ
カ
の
業
界
に
は
最
近
岡
税
引
上
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
輸
入
制
限
な
希
望
す

る
向
が
多
く
、
政
府
も
あ
る
程
度
こ
れ
に
応
じ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
積
一
連
の
動
向
の
う
ち
、

国
防
生
産
法
修
正
の
一
部
と
し
て
目
下
上
院
で
審
謡
中
の
ケ
l
プ
ハ

l
ト
法
案
は
こ
の
傾
向
を

さ
ら
に
強
化
す
る
も
の
と
し
て
関
係
各
国
か
ら
重
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
案
の
趣

旨
は
ア
メ
リ
カ
圏
内
で
原
料
統
制
が
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
生
産
量
が
制
限
さ
れ
る
商
品
に
つ
い

て
は
海
外
か
ら
の
輸
入
を
一
九
四
七
1
四
九
年
平
均
量
の
五

O
劣
に
制
限
す
る
と
と
に
あ
り
、

そ
の
適
用
が
複
雑
な
手
続
の
た
め
か
な
り
制
限
さ
れ
る
に
し
で
も
な
お
関
係
諸
国
に
と
っ
て
は

不
刺
な
法
案
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
は
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
政
艇
が
こ
の
よ
う

海

外

経
済
調
査
〈
上
〉

昭
和
二
十
七
年
四
月

な
傾
向
を
辿
る
と
と
在
憂
慮
し
、
九
H
、
駐
米
大
使
館
を
通
じ
て
国
務
省
に
対
し
抗
議
文
を
提

出
、
先
K
抗
議
中
の
イ
タ
リ
ア
も
と
れ
を
支
持
L
て
し
い
る
模
様
で
あ
る
。

一
一
一
、
西
欧
経
済
の
諸
問
題

ω
イ
ギ
リ
ス
国
際
収
支
改
善

世
界
的
な
景
気
停
滞
の
内
に
あ
っ
て
ポ
ン
ド
の
危
機
を
回
避
す
ベ
〈
昨
年
来
努
力
企
続
け
て

き
た
英
国
の
阻
際
収
支
は
各
国
注
目
の
的
で
・
あ
る
が
、
本
月
四
日
の
発
表
に
よ
る
と
、
木
年
第

一
四
半
期
中
金

・
ド
ル
準
備
減
少
額
は
六
三
六
百
万
ド
ル
(
月
二
九
九
百
万
ド
ル
、

二
月
二

六
六
百
万
ド
ル、

三
月
七

一
百
万
ド
ル
)
で
期
末
単
備
額
は

一
、
七

O
O宵
万
ド
ル
と
な
り
、

従
来
の
予
知
加
よ
り
若
干
減
少
率
が
少
か
っ
た
。
三
月
中
の
減
少
額
が
斯
〈
の
如
く
予
想
以
上
の

少
額
に
止
っ
た
の
は
、

欧
州
支
払
同
盟
に
対
す
る
金
に
よ
る
決
済
が
二
月
の
九
=
て

九
百
万
ド

ル
に
対
し
三
月
は
五

0
・
一
百
万
ド
ル
に
減
少
し
た
こ
と
、
殴
州
支
払
同
盟
に
関
す
る
米
国
と

の
協
定
に
基
く
補
償

-
O百
万
ド
ル
、
米
国
に
対
す
る
ゴ
ム
、
錫
及
び
鉛
の
売
却
代
金
三
五
百

万
ド
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
迎
邦
よ
り
英
国
に
対
す
る
金
売
却
二
八
百
万
ド
ル
と
特
殊
の
受
取
が
あ

っ
た
こ
と
、
吏
に
は
為
替
市
場
に
於
け
る
ポ
ン
ド
の
侶
用
恢
復
に
基
く
資
金
移
動
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
四
月
の
肱
州
支
払
問
盟
に
対
す
る
金
決
済
が
五

一・

四
宵
万
ド
ル
と
前
月
と

略
同
水
準
を
維
持
し
た
も
の
の
、
と
れ
と
て
も
永
続
含
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
ず
、
仙
の
諸
要

因
又

一
時
的
の
も
の
で
あ
っ
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
三
月
末
の
状
況
を
以
て
今
後
の
推
移
を
楽
観

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

因
に
五
日
発
表
さ
れ
た
一
九
五

一
年
中
の
国
際
収
支
に
よ
れ
ば
左
表
の
如
〈
、
一

九
五

O
年

の
黒
字
二
阻
四
百
万
ポ
ン
ド
に
比
し
赤
字
五
一
一
一
百
万
ポ
ン
ド
を
示
し
、
差
引
七
六
五
百
万
ポ

ン
ド
の
思
化
と
な
っ
て
い
る
。

国

際

百
万
ポ
ン
ド
)

収

支

〈
単
位

輸
出
(
再
輸
出
を
含
む
〉

輸

入

貿

易

収

支

貿

易

外

収

支

合

sn

一
九
五

O
年

二
、
二
二
五

二
、三
七
二

一
九
五
一

年

二
、
七
O
八

三
、
四
九
七

付

七

八

九

川

二

六

八

付

五
二

-

(+) (+)←) 

一
四
七

一一一九

一

二
四
四..... ，、
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の

ご

)

こ
の
よ
う
に
一
九
五

一
年
の
国
際
収
支
が
大
幅
に
悪
化
し
た
の
は
輸
入
数
量
の
増
大
並
に
輸

入
価
枯
の
上
昇
、
貿
易
外
収
入
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
地
域
的
に
み
れ
ば
ド
ル
地
域
並
に

O
E
E
C諸
国
向
け
の
収
支
悪
化
が
目
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
輸
入
の
大
幅
削
減
を
中
心
と
す

る
国
際
収
支
の
改
善
策
の
成
果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
発
表
さ
れ
た
第
一
四
半
期
の
貿

易
収
支
は
二

二

了
久
百
万
ポ
ン
ド
の
赤
字
を
示
し
、
昨
年
同
期
に
比
し
若
干
好
転
し
て
い
る

も
の
の
、
本
年
度
国
際
収
支
を
前
年
度
比
六
億
ポ
ン
ド
改
普
す
る
と
い
う
回
線
を
達
成
す
る
た

め
に
は
尚
一
段
の
努
力
企
要
す
る
。
米
国
関
税
の
引
上
げ
に
対
す
る
抗
諸
の
提
出
な
い
し
モ
ス

ク
ワ
経
街
会
議
へ
の
非
公
式
参
加
の
如
き
も
こ
の
熱
意
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
又
最
近
西
ド
イ
ツ

と
の
問
に
締
結
さ
れ
た
双
務
協
定
も
多
辺
的
貿
易
の
行
詰
り
を
打
開
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て

注
目
さ
れ
よ
う
。

斯
く
の
如
き
英
国
々
際
収
支
の
難
局
に
処
す
ぺ
く
米
国
の
対
英
援
助
一
一
一
億
ド
ル
の
早
期
実
施

が
要
望
さ
れ
、
前
述
の
如
〈
第
一
回
支
払
分
と
し
て
四
月
中
に
凹
|
五
千
万
ド
ル
が
文
払
わ
れ

る
見
込
で
、
こ
れ
は
英
国
が
閲
防
用
商
品
買
付
の
た
め
米
国
で
既
に
費
消
し
た
金
綱
に
対
す
る

補
填
と
し
て
用
い
ら
れ
、
引
続
お
C

木
年
六
月
末
ま
で
に
二
七

O
百
万
ド
ル
が
支
払
わ
れ
、
残
り

三
O
百
万
ド
ル
が
七
月
以
降
に
繰
越
さ
れ
る
模
様
で
あ
る
。

以
上
の
如
会
英
国
の
金

・
ド
ル
準
備
の
好
転
並
に
デ
フ
レ
予
算
を
好
感
し
、
海
外
に
お
け
る

ポ
ン
ド
は
堅
調
持
続
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
現
物
相
場
は
二

・
八
0.ド
ル
な
い
し
二

・
八

-
ド
ル
を
維
持
、
先
物
相
場
も
強
調
持
続
、
振
替
可
能
ポ
ン
ド
の
自
由
相
場
も
こ
・
五
五
ド
ル

見
当
に
上
昇
し
て
い
る
。

以
上
の
如
き
国
際
収
支
の
小
康
状
態
が
み
ら
れ
る
反
面
、
繊
維
産
業
は
世
界
的
な
景
気
・
停
滞

の
折
柄
不
振
若
し
〈
、
失
業
の
増
大
、
操
短
の
突
施
等
の
外
繊
維
口
仰
の
卸
売
物
価
指
数
も
相
当

の
下
滞
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
三
月
十
七
日
現
在
の
総
失
業
者
四
一
一
一一
一一千
人
中
繊
維
産
業
の
失

業
は
九
七
千
人
(
内
六
六
千
人
は
婦
人
労
働
者
〉
で
あ
る
が
、
一
時
的
失
業
が
そ
の
大
部
分
を
占

め
て
い
る
。
繊
維
産
業
の
不
振
は
謡
会
で
も
問
題
と
さ
れ
、
業
界
の
強
い
要
諦
に
よ
り
ソ
l

ニ
l
ク
ロ
フ
ト
商
相
は
日
木
か
ら
の
未
晒
綿
布
の
輸
入
中
止
を
言
明
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

程
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
繊
維
産
業
に
お
け
る
失
業
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
反
面
、
重
嬰
産
業

に
依
然
と
し
て
労
働
力
不
足
が
あ
り
、

ζ

の
点
か
ら
み
て
現
在
の
失
業
は
産
業
の
再
編
成
に
よ

る
特
殊
な
現
象
で
あ
り
、
一
九
三

0
年
代
の
不
況
に
よ
る
失
業
と
本
質
的
に
異
な
る
も
の
と
き

六
二
四

れ
て
い
る
。
最
近
発
表
さ
れ
た
-
九
五
二
年
の
経
済
白
書
に
お
い
て
も
労
働
力
を
消
費
産
業
か

ら
軍
需
産
業
及
び
基
礎
産
業
に
如
何
仁
摩
擦
な
〈
転
換
す
る
か
が
本
年
の
大
き
な
課
題
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
外
、
政
府
の
発
注
が
果
し
て
繊
維
産
業
を
救
い
得
る
か
否
か
、
現
在
の
景
気
沈

滞
が
果
し
て

一
時
的
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
更
に
は
労
働
力
の
配
置
転
換
が
可
能
か
否
か
等

問
題
は
今
後
に
残
り
、
モ
ス
ク
ワ
経
済
会
議
に
対
す
る
業
界
並
び
に
政
府
の
微
妙
な
態
度
に
も

繊
維
産
業
の
危
機
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
云
え
よ
う
。

間
フ
ラ
ン
小
康

プ
ラ
ン
擁
護
を
目
途
と
す
る
ピ
ネ
!
内
閣
の
経
済
政
策
は
其
の
後
順
割
に
進
展
し
て
い
る
。

三
月
の
卸
売
物
価
指
数
は
一
凶
九

・
三
(
一
九
四
九
年
日
一

O
O
)と
昨
年
八
月
以
来
七
カ
月
振

り
に
下
落
し
た
が
政
府
は
引
続
き
生
計
費
引
下
運
動
を
拡
大
、
食
肉
、
医
薬
品
の
値
下
を
命
令

し
、
状
況
に
よ
り
全
消
賀
財
の
航
機
釘
付
政
策
を
も
考
慮
中
と
言
わ
れ
て
い
る
外
、
前
内
閣
に

よ
っ
て
提
出
さ
れ
国
民
議
会
に
於
て
一
応
の
京
認
を
得
た
賃
銀
の
ス
ラ
イ
ド
制
実
施
法
案
の
審

議
繰
延
べ
に
成
功
し
、
物
価
並
び
に
賃
飯
安
定
策
の
方
向
を
明
瞭
に
し
た
。

軍
事
世
の
増
大
に
か
ら
ん
で
二
つ
の
内
聞
を
倒
し
た
一
九
五
二
年
度
予
算
案
は
ピ
ネ
l
内
閣

の
組
替
の
結
果
、
一
連
の
信
任
投
票
に
よ
っ
て
国
民
議
会
を
通
過
し
(
八
日
)
、
参
議
院
の
京
認

(十

一
日
〉
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
歳
出
入
総
額
は
三
兆
四
、
九

二
O
億
フ
ラ
ン
、
対
前
年
比
二

λ
%の
増
加
で
あ
る
が
、
再
軍
備
下
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス

・
イ

ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
中
心
問
題
で
あ
っ
た
予
算
審
議
に
、
と
も
角

一
応
の
終
止
符
が
打
た
れ
た

こ
と
は
大
き
な
成
功
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

圏
内
に
於
け
る
安
定
政
策
の
推
進
は
対
外
収
支
に
も
顕
著
な
好
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

一一一
月
の

E
P
U収
支
に
於
け
る
赤
字
は
二
九
百
万
ド
ル
に
減
少
し
、
二
月
中
の

二
一
九
百
万
ド
ル
に
比

較
し
て

一
億
ド
ル
と
言
う
大
相
な
改
善
を
示
し
た
結
果
、
金
(
V
〈
は
ド
ル
〉
に
よ
る
支
払
も
一
七

百
万
ド
ル
に
止
り
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
外
貨
準
航
も
三
五
百
万
ド
ル
を
維
持
し
、
同
行
の
発
券

準
備
た
る
手
持
金
塊
の
減
少
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
一
方
米
ド
ル
紙
幣
の
問
相
場
も
著
し

く
持
直
し
、

一一
一
月
米
の
四
五

0
フ
ラ
ン
か
ら
十
日
に
は
三
九

0
フ
ラ
ン
に
恢
復
し
其
の
後
四
一

0
フ
ラ
ン
内
外
を
上
下
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
を
以
て
直
ち
に
フ
ラ
ン
擁
説
政
策
の
成
功
と
し
て
早
急
な
判
断
を
下
す
こ
と

は
慌
し
む
べ
き
で
あ
る
が
、
園
内
政
策
面
に
於
け
る
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
抑
制
の
決
意
が
投
機



業
者
の
思
惑
を
冷
却
せ
し
め
た
こ
と
は
否
定
で
舎
な
い
。
又
輸
出
業
者
に
対
す
る
税
金
並
び
に

社
会
保
障
費
の
払
戻
な
ど
の
輸
出
増
進
策
は
紡
績
業
者
の
競
争
力
を
高
め
、
そ
の
前
途
を
楽
観

す
る
向
が
現
れ
る
な
ど
新
経
済
政
策
の
順
調
な
進
展
が
窺
え
る
。

然
し
乍
ら
予
算
に
は
依
然
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
要
因
が
大
き
く
、
国
内
に
隠
れ
た

資
本
が
再
び
思
惑
に
動
く
危
険
性
も
少
く
な
い
。
例
え
ば
財
政
上
の
特
赦
が
公
布
さ
れ
た
十
七

日
に
米
ド
ル
紙
幣
の
闇
相
場
が
急
勝
(
四
O
六
フ
ラ
ン
よ
り
凶
一
一一
一一フ
ラ
ン
へ
〉
し
た
こ
と
は
私

経
淡
の
裕
禍
を
フ
ラ
ン
擁
護
に
動
員
す
る
こ
と
が
柑
当
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
反
映
す
る
も
の

で
あ
り
、
一
方
に
於
て
は
制
業
を
中
心
と
す
る
世
界
的
景
気
後
退
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
基

制
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
な
織
っ
て
、
再
び
投
機
業
者
の
思
惑
を
刺
戟
す
る
こ

と
も
予
想
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
政
府
は
十
八
H
附
を
以
て
再
輸
出
に
向
け
ら
れ
る
こ

と
を
条
件
に
綿
糸
に
対
す
る
愉
人
税
ハ
ニ
O
%
)
を
撤
廃
し
て
愉
出
へ
の
制
執
を
強
化
し
、
綿
業

の
不
服
を
回
避
せ
ん
と
し
て
い
る
が
今
後
の
批
移
に
は
尚
特
戒
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

W
M参
議
院
に
於
て
は
懸
案
の
シ
ユ
i
マ
ン

・
プ
ラ
ン
枇
体
法
案
を
可
決
し
つ
百
)
、
ル
ク
セ

ン
プ
ル
グ
の
審
議
未
了
を
除
い
て
各
国
の
批
准
も
進
ん
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
箪
創
設
に
関
す
る

条
約
案
も
月
末
迄
に
起
草
完
了
を
予
定
さ
れ
て
い
る
外
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
鉄
道
共
同
管
理
案
の
錠

唱
が
予
想
さ
れ
る
等
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
計
画
は
相
当
に
進
展
し
て
お
り
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
防

衛
共
同
体
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
態
・肢
が
協
制
的
と
な
っ
た
こ
と
と
も
相
候
っ
て
今
後
の
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

西
ド
イ
ツ
の
金
融
引
蹄
強
化

一
昨
年
(
一
九
五
O
年
)
秋
、
レ

ン
ダ
l

・
パ
ン
ク
は
、

多
額
の
入
起
に
よ
る
外
貨
の
危
機
を

打
開
す
る
た
め
、
金
利
及
び
預
金
準
備
率
の
引
上
げ
等
信
開
制
隈
を
実
施
し
た
が
、
昨
年
一
月

(3) 
以
後
に
は
、
商
業
銀
行
の
「
貸
出
基
準
」
を
殻
定
し
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
銀
行
に
対
し
て
は
、
中

央
銀
行
の
信
用
供
与
を
拒
絶
す
る
と
と
と
し
て
、
信
用
制
限
を

一
層
強
化
し
た
。
そ
の
後
国
際

収
支
は
改
善
さ
れ
、
順
次
山
紐
に
転
じ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
輸
出
イ
ン
フ
レ
的
な
援
因
を
は

ら
む
に
至
っ
た
の
で
、
府
間
制
限
政
餓
は
級
和
さ
れ
る
こ
と
な
〈
引
続
虐
行
わ
れ
て
い
た
。
そ

れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
間
の
商
業
銀
行
短
期
貸
出
制
政
び
銀
行
券
発
行
高
は
次
表
の
如
く
そ
れ

ぞ
れ
増
加
傾
向
が
極
め
て
著
し
い
。
〈
単
位
百
万
マ

ル
ク
)

海
外
経
済
調
査
(
上
〉

昭
和
二
十
七
年
四
月

一
九
五
O
年
九
月
末

五
一
年
一一一月
手

六
月
予

九
月
長

十
ご
月
世

五
ご
年
一

月
'v

商
業
銀
行
短
期
貸
出
高

一
二
二
二
七
六

二
二
、
四
九
O

二一
一、
五
四
七

二
二
、
七
三
九

一
六
、
O
七
一
一
一

一
六
、
七
一
六

銀
行
券
発
行
高

八、
三
五
六

八
、
O
五
八

八
、
五
七

O

九
、
四
九
八

九、
七

一一
-一

九
、
ム
ハ
二
O

な
お
、
こ
の
間
中
央
銀
行
の
対
商
業
銀
行
貸
出
は
約
五
億
マ
ル
ク
の
憎
加
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
こ
と
、

}
九
三
六
年
を

一
O
O
と
す
る
工
業
生
産
指
数
が

一
二
五
か
ら
こ
エ
七
へ
と
約

一

O
%
噌
大
し
、
一
一
一
月
の
鉄
鋼
生
産
は
}
一
一一

一
万
ト
ン
と
戦
後
の
最
高
を
示
し
た
こ
と
、
及
び
商

業
銀
行
に
お
け
る
預
金
も
布
の
期
間
に

一
五
七
億
マ
ル
ク
か
ら
こ
O
九
億
マ
ル
ク
へ
と

1
0億

マ
ル
ク
以
上
の
増
加
を
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、

一
応
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
昨
年
来
の
原
料
不
足
の
補
充
芳
本
年
初
来
自
由
輸
入
の
再
附
に
よ
っ
て
、
貿

易
は
一
月
以
降
再
び
入
超
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
輸
州
に
必
要
な
金
融
を
確
保
し
つ
つ
、

-
方

で
輸
入
需
要
合
最
低
限
に
抑
え
る
意
味
か
ら
も
金
融
引
締
の
継
続
は
当
然
で
あ
ろ
う。

そ
こ
で

三
月
六
日
、
レ
ン
ダ
1

・
パ
ン
ク
理
事
会
は
、
商
業
銀
行
の
「貸
出
基
準
」
の

一
部
を
改
訂
し
、

信
用
銀
行
の
割
引
手
形
保
有
額
が
、
従
来
自
己
資
本
(
資
本
金
プ
ラ
ス
積
立
金
)
の
五
倍
ま
で
と

さ
れ
て
い
た
の
を
三
倍
と
す
る
な
ど
、
各
信
用
機
関
毎
の
貸
出
の
枠
を
そ
れ
ぞ
れ
少
し
づ
っ
狭

め
以
て
金
融
引
締
を
更
に
強
化
す
る
に
至
っ
た
。

な
お
、
西
ド
イ
ツ
の
財
政
収
支
は
目
下
の
と
と
る
若
干
の
黒
字
を
維
持
し
て
い
る
が
、
七
月

以
後
は
防
衛
分
担
金
(
一
二

了

五
億
マ
ル
ク
、
前
年
の
七
O
V
沼
地
)
の
増
額
に
よ
る
支
出
の
増

大
が
必
歪
で
あ
る
の
で
、
こ
の
而
か
ら
も
今
後
当
分
の
間
金
融
の
緩
和
は
行
い
栂
な
い
も
の
と

み
ら
れ
る
。

回
、
モ
ス
ク
ワ
国
際
経
済
会
措
と
ソ
速
の
貿
易
計
画

ソ
辿
が
四
月
一

H
実
施
し
た
物
価
引

F
は
同
国
国
民
経
済
が
引
統
き
大
幅
に
発
展
し
て
い
る

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
木
年
に
入
っ
て
か
ら
も
工
業
生
産
は
依
然
と
し
て
急
上
昇

を
続
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ソ
連
中
央
統
計
局
の
発
表
に
よ
る
と
、
木
年
第
一

四
半
期
の
生
産

高
は
前
年
同
期
に
比
し

一
六
%
増
加
し
、
ま
た
労
働
生
産
性
は
前
年
同
期
に
比
し
一
O
%
増
大

六
二
五



経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

二

)

し
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
ソ
連
国
民
経
済
の
発
展
テ
ン
ポ
の
大
き
い
こ
と
は
世
界
に
そ
の
類

を
見
な
い
と
い
わ
れ
J

ア
メ
リ
カ
の
策
拡
テ
ン
ポ
の
緩
慢
化
に
基
づ
〈
自
由
世
界
の
全
般
的
景

気
後
退
の
現
状
に
比
し
極
め
て
対
跡
的
で
あ
る
。

注
目
の
モ
ス
ク
ワ
国
際
経
済
会
識
は
四
月
三
日
か
ら
阿
十
二
日
に
わ
た
り
各
国
の
笑
業
家
、

経
済
学
者
な
ど
四
七
一
名
、
商
社
数
一
七

O
祉
の
参
加
の
下
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
誌
の
目

的
は
「
経
済
制
度
を
異
に
す
る
諸
国
聞
の
平
和
的
協
力
な
ら
び
に
諸
国
間
の
経
済
交
流
関
係
の

発
展
に
よ
り
諸
国
民
の
生
活
水
準
を
引
上
げ
る
」
と
と
に
あ
る
が
、
ソ
速
が
こ
の
会
誌
で
世
界

貿
易
拡
大
の
た
め
の
重
要
な
計
画
を
発
表
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当
初
か
ら
予
知
相
さ
れ
て
い

た
。
案
の
定
ソ
連
の
ネ
ス
チ
ェ

ロ
フ
尚
業
会
議
所
会
頭
は
ソ
連
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
貿
易
を

削
則
的
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
次
の
如
き
内
容
の
提
案
を
行
っ
た
。

附
ソ
連
は
取
引
相
手
国
の
通
貨
で
支
払
を
う
け
、
こ
れ
を
そ
の
国
で
買
付
に
使
用
す
る
用
意

が
あ
る
。
ソ
連
は
各
国
中
央
銀
行
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
定
を
結
ぶ
用
意
が
あ
る
。
未
開
発
諸
国

に
は
設
備
と
技
術
援
助
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

判
資
本
主
義
諸
国
は
ソ
辿
悶
に
対
す
る
貿
易
制
限
を
廃
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

村
西
欧
お
よ
び
臼
木
に
対
し
て
は
ソ
述
諸
国
は
繊
維
製
品
お
よ
び
食
粗
な
ど
の
消
出
財
を
含

む
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
活
動
増
大
の
見
逃
を
与
え
、
東
西
貿
易
に
よ
る
貿
易
収
支
の
赤
字
と
ド

ル
不
足
の
解
消
の
希
望
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

制

現
在
ソ
辿
の
貿
易
総
'
矧
は
一

λ
O億
ル

ー
ブ
ル

(
四
五
億
ド
ル、

一
ド
ル
四
ル
ー
ブ
ル
で

換
算
)
で
あ
り
、
ソ
迎
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
貿
易
制
は

一
九
四
八
年
の
五

O
儲
ル
ー
ブ
ル

が
戦
後
最
高
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
今
後
二
、
三
年
の
う
ち
に
年
間
一

O
Oな
い
し
一
五

O
億

ル
ー
ブ
ル
に
増
大
さ
せ
る
用
意
が
あ
る
。

各
国
に
対
す
る
貿
易
計
画

右
の
ネ
ス
チ
ェ
ロ
フ
の
提
策
は
ソ
連
政
・
川
の
京
認
を
与
え
た
も
の
と
い
わ
れ
、
貿
易
紘
大
を
念

願
し
て
い
る
西
欧
諸
国
に
と
っ
て
は
か
な
り
魅
力
あ
る
舵
案
で
あ
ろ
う
。
現
に
イ
ギ
リ
ス
代
表

ハ
ロ
ル
ド

・
デ
ヴ
イ
ス
国
会
議
員
は
最
近
=
十
年
聞
に
お
け
る
最
も
重
大
な
戸
切
で
あ
る
と
評

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
提
案
が
涼
気
沈
削
に
悩
む
西
欧
諸
国
に
与
え
た
彬
響
は
日
ん
逃

し
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
去
る
十
九
日
ア
チ
ソ
ン
長
官
が
「
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
白
山
諮
問
が
ソ
述

閤
と
の
貿
易
に
献
し
た
安
全
保
・
陣
上
の
制
限
は
ソ
迎
が
巨
大
な
軍
事
機
桃
を
維
持
す
る
政
策
を

(ホ)

ムハ
-
一六

と
る
限
り
必
然
的
に
継
続
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
で
る
る
。

会
識
は
十
ご
日
終
了
し
た
が
、
九
日
の
本
会
訟
は
次
の
如
示
決
議
案
を
全
会
一
致
可
決
し
た
。

附
来
る
九
月
開
催
さ
れ
る
国
連
総
会
に
対
し
国
際
貿
易
の
陣
容
を
除
去
し
、
貿
易
を
促
進
す

る
た
め
各
国
政
・
府
間
の
会
識
を
召
集
す
る
.ょ
う
要
請
す
る
こ
と
。

例
モ
ス
ク
ワ
経
済
会
訟
の
成
果
を
実
行
に
移
す
た
め
の
常
設
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。

け
モ
ス
ク
ワ
経
済
会
議
の
成
果
に
関
す
る
報
告
輩
出
の
起
草
と
定
期
刊
行
物
発
行
に
当
る
情
報

機
関
を
設
置
す
る
こ
と
一。

付
近
い
将
来
モ
ス
ク
ワ
経
済
会
議
と
同
様
な
会
識
を
召
集
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
々
決
議
以
外
に
各
国
聞
に
か
な
り
の
商
談
も
成
立
し
、
そ
の
金
額
は
二
億
ド
ル
以

上
に
達
し
た
と
い
わ
れ
、

当
初
西
欧
側
が
予
期
し
た
以
上
の
成
出
席
を
収
め
た
と
い
わ
れ
る
。
会

議
に
お
け
る
各
国
代
表
の
演
説
か
ら
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
東
阻
貿
易
再
開
に
対
す
る
各
国
の
希

望
が
予
期
以
上
に
強
い
と
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
東
欧
諸
国
が
経
済
発
展
に
伴
い
か
な
り
の
輸
出

余
力
が
で
き
、
貿
易
計
岡
に
関
す
る
具
体
的
数
字
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
如
〈
モ

ス
ク
ワ
国
際
経
誠
会
識
は
ア
メ
リ
カ
始
め
西
欧
諸
国
の
予
別
し
た
以
上
の
成
果
を
収
め
た
と
い

わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
原
因
の

一
つ
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
拡
テ
ン
ポ
の
緩
慢
化
に
よ
る
西
殴
各
国
に

お
け
る
景
気
の
沈
滞
、
こ
れ
に
伴
う
各
闘
の
愉
入
削
減
措
世
に
よ
っ
て
世
界
貿
易
が
縮
小
傾
向

に
あ
る
時
則
に
行
わ
れ
た
と
と
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
と
の
会
識
を
契
機
と
し

て
東
西
問
の
貿
易
は
今
後
幾
分
か
は
仲
び
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
の
全
面
的
再
開
は
現
夜

米
ソ
の
対
立
が
解
消
し
な
い
限
り
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

亙
、
中
共
の
貿
易
計
画
と
生
産

モ
ス
ク
ワ
国
際
経
済
会
識
に
対
し
、
中
共
は
極
め
て
大
き
な
関
心
を
寄
せ
団
長
た
る
雨
模
良

人
民
銀
行
総
裁
以
下
団
員
、
随
員
各
二
十
三
名
と
い
う
多
数
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。

こ
の
会
識
に
お
い
て
中
共
側
代
表
と
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
セ
イ
ロ
ン
各
代
表

と
の
聞
に
取
楓
め
ら
れ
た
取
引
制
は
四
月
半
ば
ま
で
に
総
制
一
六

O
百
万
ド
ル
に
迷
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
り
ス
に
つ
い
て
み
る
と
木
年
中
に
双
方
か
ら
一
千
万
ポ
ン
ド
ず
っ
、
合
計

二
千
万
ポ
ン
ド
の
物
資
を
交
換
し
、
中
共
は
斑
聞
か
ら
繊
維
製
品
、
銅
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
輸

入
し
、
中
共
は
石
炭
、
剛
毛
、
腸
詰
の
脇
そ
の
他
を
輸
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る。

又
、
問
団
長
は
四
日
、
会
識
の
附
上

「現
主
世
界
が
品
も
関
心
を
抱
い
て
い
る
問
題
は
経
済



的
危
機
を
乗
切
り
各
国
民
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
い
か
に
し
て
国
際
貿
易
を
促
進

し
、
国
際
経
諮
問
係
を
発
展
さ
せ
る
か
に
あ
る
。
国
際
経
諦
関
係
を
発
隠
さ
せ
封
鎖
お
よ
び
禁

輸
を
解
除
し
、
国
際
間
の
貿
易
を
自
由
に
し
て
こ
そ
経
油
危
機
に
あ
る
諸
国
を
赦
済
し
、
漸
次

国
民
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
中
国
は
従
来
ソ
連
幽
諸
国
と
平
等
互
恵
的

な
通
商
貿
易
関
係
を
締
結
し
て
き
た
が
、
欧
洲
そ
の
他
各
国
と
の
貿
易
関
係
の
締
結
も
、
外
交

関
係
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
以
上
の
如
、
雪
条
件
の
下
で
可
能
で
あ
る
。
中
国
の
国
内
需
要
は
著
し

く
増
加
し
、
輸
入
に
ま
っ
と
こ
ろ
大
で
あ
り
、

中
国
産
商
品
を
も
っ
て
支
払
は
可
能
で
あ
る
」

と
述
べ
注
目
を
ひ
い
た
。

香
港
業
界
筋
は
、
以
上
の
如
会
商
団
長
の
声
明
お
よ
び
中
共
が
本
会
識
に
強
い
関
心
を
示
し

て
い
る
こ
と
か
ら
中
共
貿
易
の
ソ
述
闘
依
存
政
策
が
失
敗
し
た
こ
と
、
自
由
主
義
諸
国
の
禁
輸

が
中
共
経
済
の
発
展
を
阻
害
し
、
中
共
が
自
由
主
義
諸
国
と
の
冷
戦
に
敗
れ
た
と
と
を
認
め
た

も
の
で
あ
る
と
論
許
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
対
ソ
連
閤
貿
易
は
昨
年
第
一一
一
四
半
期
ま
で
に
輸

出
額
の
七
九
政
治
(
五
O
年
二
一
O
%
)
輸
入
額
の
七
O
%
(
同
一
一
一
%
〉
と
高
率
を
占
め
、
こ
れ
が
中

共
経
済
に
粛
し
た
利
孤
も
大
き
か
っ
た
が
、
こ
の
一
部
は
東
欧
を
中
継
と
し
て
西
欧
と
間
接
貿

易
を
行
っ
て
い
た
た
め
不
刺
も
多
か
っ
た
。
中
共
は
こ
の
会
議
に
よ
っ
て
、
こ
の
様
な
不
利
な

条
件
下
に
行
わ
れ
て
い
た
東
欧
経
由
、
西
欧
貿
易
を
直
接
貿
易
に
切
換
え
る
こ
と
を
狙
っ
た
の

で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

南
代
表
は
そ
の
発
言
中
た
ま
た
ま
中
閏
農
工
業
生
産
に
触
れ
て
い
る
が
、
ζ
れ
に
よ
る
と
全

国
農
業
生
・単
量
は
王
O
年
比
約
七
%
の
増
加
、
こ
の
内
棉
花
四

0
・
七
%
、
採
油
用
作
物
二
七

%
、
煙
草
三
四
O
%、
麻
袋
用
麻
九
八
%
増
で
い
ず
れ
も
中
国
史
上
最
高
に
達
し
、
食
糧
は
自

給
状
態
に
迷
し
て
い
る
。
又
圧
延
鋼
生
産
は
五
O
年
比
七
八
%
増
、
以
下
セ
メ
ン
ト
六一
二
%
、
石

炭
一
八
%、
紙
三
五
%
増
に
及
び
綿
糸
布
、
紙
、
タ
イ
ヤ
、
セ
メ
ン
ト
、
鉛
、
苛
性
ソ
ー
ダ
、

ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス
等
い
ず
れ
も
従
来
の
最
高
記
録
に
達
し
て
い
る
。
又

一
九
五
一
年
の
国
際
貿
易

総
額
は
五
O
年
比
借
地
、
国
際
収
支
も
均
衡
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
ζ
と
が
注
目
さ
れ

る。
他
方
、
年
初
来
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
三
反
、
五
反
運
動
は
四
月
よ
り
新
た
な
段
階
に
突

入
し
た
模
様
で
、
一
二
月
末
に
は
上
海
、
天
津
で
「
五
反
」運
動
経
過
報
告
大
会
が
開
催
さ
れ
、
同

運
動
を
今
後
も
継
続
し
て
強
力
に
推
進
し
て
行
く
旨
明
ら
か
に
し
、
文
広
東
で
は
二
月
以
来
一

海

外

経

消

調

査

(

上

)

昭
和
二
十
七
年
四
月

部
業
者
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
て
い
た
五
反
運
動
を
四
月
一
日
よ
り
規
模
を
拡
大
し
こ
れ
を
企

業
者
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
勤
き
と
関
連
し
て
民
間
工
業
に
対
す
る
政
府
の
援
助
が
次
第
に
積
脱
化
し
文
物
価

の
引
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
す
で
に
広
東
で
は
農
器
具
、
製
釘
、
毛
織
物
、
ゴ
ム
そ
の
他
の

民
間
工
業
に
対
し
、
政
府
は
四
月
よ
り
依
託
加
工
発
設
、
製
品
質
上
げ
、
資
金
貸
付
等
を
行
い
生

産
援
助
に
当
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
援
助
対
象
が
需
要
一
の
多
い
も
の
お
よ
び
五
反
運
動

の
審
査
を
パ
ス
し
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
点
が
設
問
さ
れ
あ
。
物
価
面
で
は
三
月
末
国
営
の

北
京
百
貨
公
司
は
五
六
O
極
に
及
ぶ
商
品
に
つ
き
最
高
二
O
%
、
平
均
五
%
の
値
下
げ
を
行

い
、
続
い
て
四
月
十
日
、
三
、

三
O
O
極
に
及
ぶ
尚
口
問
の
値
下
げ
を
行
っ
た
。
と
の
内
に
は
家

庭
用
品
が
多
く
含
ま
れ
、
綿
布
類
三
|
六
%、
タ
オ
ル
三
路
、
長
靴
下
二
%、
石
鹸
三
%
、
ゴ

ム
靴
三
劣
等
の
値
下
げ
と
な
っ
て
い
る
。

上
、
海
、
天
津
の
国
営
百
貨
公
司
に
お
い
て
も
同
様
な

措
置
が
繰
ら
れ
て
お
り
、
北
京
を
含
む
一
三
市
の
値
下
げ
率
は
平
均
八
%
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

又
先
月
来
各
地
で
春
期
耕
作
が
開
始
さ
れ
、
政
府
の
農
村
対
策
も
次
第
に
活
濃
化
し
て
い
る

が
、
最
近
公
表
さ
れ
た
政
府
農
業
部
お
よ
び
人
民
銀
行
総
行
に
よ
る
コ
九
五
=
年
農
業
生
産

貸
付
に
関
す
る
聯
合
指
示
」
に
よ
る
と
、
本
年
の
全
国
農
業
貸
付
と
し
て
一
O
兆
元
(
大
規
模
水

利
修
理
建
設
事
業
貸
付
お
よ
び
肥
料
貸
付
を
除
く
〉
を
予
定
し
、
特
に
小
規
模
な
水
利
工
事
に

留
意
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

香
港
の
日
本
品
再
輸
出
禁
止

二
月
の
香
港
貿
易
は
前
月
に
引
続
き
、
依
然
低
調
で
あ
っ
た
が
、
輸
出
が
若
干
増
加
し
た
点

が
注
目
さ
れ
る
。
貿
易
総
額
は
五
回
二
了
三
百
万
香
港
ド
ル
で
五
O
年
七
月
以
来
の
最
低
水
準

に
達
し
、
五
一
年
月
平
均
七
七
五
・

二
一
百
万
香
港
ド
ル
の
三
O
%
減
と
な
っ
て
い
る
。
輸
出
入

別
に
み
る
と
輸
出
は
一

一
一一

・
四
百
万
香
港
ド
ル
で
、
五
一
年
月
平
均
三
六
九

・
四
百
万
香
港

ド
ル
を
大
幅
に
下
廻
っ
て
い
る
が
、
一
月
一
九
六

・
七
百
万
香
港
ド
ル
を
若
干
上
廻
っ
た
。
し

か
し
輸
入
は
三
三
ご
百
万
香
港
ド
ル
と
五

一
年
月
平
均
四

0.事
・
九
百
万
香
港
ド
ル
、
一

月
の

三
八
四
・
八
百
万
香
港
ド
ル
を
い
ず
れ
も
下
廻
っ
て
い
る
。

四
月
六
日
香
港
政
府
は
ポ
ン
ド
地
域
向
け
日
本
商
品
の
再
輸
出
を
禁
止
し
た
。
同
措
置
は
英

政
府
の
要
請
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
三
月
四
日
の
「
す
べ
て
の
日
本
商
品
は
輸
入
統
制

下
に
お
か
れ
、
か
つ
日
本
商
品
の
再
輸
出
は
輸
出
許
可
を
要
す
る
」
と
の
規
定
を
強
化
し
た
も

(
附
)

六
二
七



の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
今
後
香
港
で
消
費
す
る
か
又
は
ポ
ン
ド
地
域
外
へ
再
輸
出
す
る
以
外
に

香
港
の
日
本
・
阿
品
輸
入
は
不
可
能
と
な
っ
た
訳
で
、
香
港
の
一
部
貿
易
商
筋
で
は
「
香
港
に
輸

入
さ
れ
た
日
木
商
品
の
五
O
%
以
上
は
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
再
輸
出
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
の
結
果
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
再
輸
出
は
禁
止
さ
れ
、
当
然
日
本
商
品
の
香
港
へ

の
輸
出
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
み
て
い
る
。
次
い
で
十
七
日
に
は
当
分
の
問
日
本
か

ら
の
綿
製
品
輸
入
許
可
証
の
発
給
を
中
止
す
る
旨
発
表
し
、
さ
ら
に
二
十
二
日
に
至
り
、
人

絹

糸
布
の
輸
入
に
対
し
て
も
章
一要
物
資
証
明
書
が
な
い
限
り
停
止
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
業
界

筋
で
は
重
要
物
資
証
明
書
の
入
手
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
日
本
人
絹
糸
布
輸
入
は
事
実
上
停
止

さ
れ
る
も
の
と
み
て
お
り
、
又
前
記
諸
捕
置
は
い
ず
れ
も
ポ
ン
ド
地
域
の
輸
出
入
バ
ラ
ン
ス
を

割
推
す
る
た
め
で
あ
る
と
伝
、
え
て
い
る
。

他
方
前
述
の
如
〈
モ
ス
ク
ワ
経
済
会
識
に
お
い
て
斑
班
十
両
国
間
に
総
額
二

O
百
万
ポ
ン
ド
の

貿
易
契
約
が
成
立
し
た
が
、
貿
易
の
不
振
に
悩
む
香
港
業
界
が
こ
れ
に
対
し
、
大
し
た
反
応
を

み
せ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
香
匙
側
で
は
同
契
約
中
の
商
品
の
多
く
は
香
港
で
入
手

で
あ
c
、
し
か
も
低
成
な
航
絡
で
附
入
し
う
る
現
状
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
中
共
が
こ
れ
を
買

取
ろ
う
と
し
な
い
の
は
香
港
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
見
て
レ
る
。
さ

ら
に
香
港
の
一
経
済
誌
は
経
済
会
誌
は
一
決
し
い
拙
い
思
い
つ
き
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
何
の
結

果
も
粛
さ
な
い
で
あ
ろ
う
し
同
会
議
の
意
凶
は
ア
チ
ソ
ン
米
国
務
長
官

の
指
摘
し
た
如
く
非
共

産
主
義
諸
国
の
貿
易
制
限
を
放
楽
せ
し
め
る
に
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

一
九
五
二
年

-
ー
三
月
中
の
日
比
貿
易
の
実
績
(
単
位

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
輸
出

仁
背
羽
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香
港
経
済
界
に
と
り
、
今
の
と
こ
ろ
悲
観
的
材
料
が
多
い
が
、
僅
か
に
楽
観
的
材
料
と
し
て

は
四
月
十
日
ア
メ
リ
カ
が
七
月
末
ま
で
に
香
港
向
米
綿
二
万
依
の
輸
出
を
許
可
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

六
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

山
口
比
通
商
協
定
の
哲
定
的
延
長

対
日
講
和
発
効
ま
で
宙
定
的
に
延
期
中
の
日

・
比
通
商
協
定
は
四
月
二
十
四
日
さ
ら
に
二
カ

月
間
(
六
月
三
十
日
ま
で
〉
延
長
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
現
協
定
は

一
九
五
O
年
五
月
両
国
聞

に
締
結
さ
れ
た
協
定
を
基
幹
と
し
て
数
次
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
現
在
ド
ル
控
オ
ー
プ
ン
決
済
方

式
に
よ
り
年
間
貿
易
額
を
輸
出
入
と
も
各
五
O
百
万
ド
ル
と
し
ス
イ
ン
グ
勘
定
を
二

・
五
百
万

ド
ル
〈
昨
年
一
一
一
月
五
百
万
ド
ル
か
ら
引
下
げ
)
と
規
定
し
て
い
る
。

両
国
政
府
は
取
引
高
の
拡
大
を
企
図
し
て
い
る
模
梯
で
あ
る
が
、
一
九
五

一
年
の
実
績
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
側
の
対
日
感
情
の
不
良
、
諦
和
条
約
批
准
を
め
ぐ
る
政
情
不
安
(
一二
月
号
参
照
)
、
対

日
賠
償
額
の
未
決
定
、
制
柿
の
変
動
に
伴
う
日
木
側
の
賀
控
え
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
鵬
入
市
場

の
転
扱
(
香
港

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
利
用
〉
な
ど
に
よ
り
協
定
一
織
に
迷
せ
ず
、
日
木
へ
の
輸
出
は
一
一
一

二
・
二
百
万
ド
ル
、
輸
入
は
三
四
百
万
ド
ル
と
一

・
七
百
万
ド
ル
に
上
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
入

超
で
あ
っ
た
。
な
お
木
年
第

一
四
半
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
対
日
貿
易
額
は
輸
出
凶
、
七
一
二
千
ド

ル
(
昨
年
同
期
七
、
九
O
八
千
ド
ル
に
比
し
凹
O
%
減
)
、
愉
入
問
、
六
O
六
千
ド
ル
〈
昨
年
同
則

五
、
四
二
七
千
ド
ル
の
一
五
%
減
)
と
わ
ず
か
な
が
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
出
胞
と
な
っ
て
い
る
。

フ
事!f~機 ~ I! 金化助紙繊食 イ
合 品り

金，柏ピ
j高学: 維

属 物製料品

川製製 11.11 製 入
~ 患是

ド
山

「ト・

1
1
3
 

ロ
川コ"

コ
昨

コ
札

ふ
仰
向
七剖
V

1
3
1a、
thB 

2-E
H
 

金

レ
し
'rLF
 

率
(
匁
)

ムハ
一一二0

・六

七
五
一

-，J
 

二一一一一一・四

一O
O

二
八
三

凶
入
問

一一

二
一一一一

一一一三一一一

二
、
一
二
五
凹

二
五
=
一

六

O
O

M
-
L
」
¥

】
可
」
J
ノ

U
叶、
L

、「JL
¥

u
t
-ノ
f

L
E
ノ



フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
要
輸
出
品
は
日
本
の
特
需
に
基
ず
〈
原
料
需
要
の
増
加
に
よ
り
ア
パ
カ

(
マ
ニ
ラ
麻
〉
を
中
心
と
す
る
繊
維
原
料
(
輸
出
総
額
の
二
六
銘
〉
、
木
材
(
二
O
M
m
)
お
よ
び
ク

ロ
ー
ム
鉱
石
等
の
金
属
鉱
物
〈
四
四
銘
)
で
あ
り
二
方
日
本
か
ら
の
主
要
輸
入
品
は
金
属
製
品
、

機
械
、
繊
維
製
品
等
で
、
金
属
製
品
の
輸
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
五

一
路
と
半
ば
以
上
を
占

め
西
欧
諸
国
の
輸
出
力
減
退
を
映
じ
て
日
本
か
ら
の
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

る。
な
お
一
部
外
電
は
、
最
近
の
円
比
関
係
に
つ
い
て
両
国
は
ア
メ
リ
カ
の
政
治
、
経
済
政
策
に

直
接
影
響
を
受
け
る
園
で
あ
る
が
、
両
国
の
政
治
経
済
問
題
の
調
整
が
困
難
な
こ
と
、
特
需
に

よ
り
貿
易
収
支
の
良
好
な
日
本
が
通
商
問
地
で
強
硬
な
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
外
交
、
通
商
上
の
基
礎
を
な
す
対
日
平
和
条
約
の
批
准
に
は
検
討
す
る
充
分
な
日

時
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
治
力
か
ら
し
て
両
国
聞
の
政
治
、
通
商
問
題
の

早
朋
解
決
は
困
難
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ω
イ
シ
ド
ネ
シ
ア
の
政
変
と
市
場
不
振

ス
キ
マ
ジ
前
内
聞
は
相
互
安
全
保
障
法
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
援
助
(
武
器
供
給
と
自
由
世
界

の
共
同
防
衛
等
に
関
す
る
分
担
を
含
む
と
い
わ
れ
る
)
受
諾
問
題
を
め
「
り
約
十
カ
月
の
短
命

を
も
っ
て
崩
壊
(
二
月
二
十
三
日
)
し
た
。

以
来
月
余
に
わ
た
る
組
閣
難
航
の
後
四
月
一
日
国
民

党
左
派
の
領
袖
ウ
イ
ロ
ポ
(
前
経
済
相
)
を
首
相
兼
外
相
と
す
る
十
八
名
か
ら
な
る
新
内
閣
が
成

立
し
た
。
同
内
閣
は

一
般
に
少
壮
閣
僚
か
ら
な
り
特
に
議
会
各
派
の
勢
力
均
衡
化
を
は
か
つ
て

い
る
。
な
お
政
綱
と
し
て
は
自
主
中
立
外
交
の
再
認
識
、
西
イ
リ
ア
ン

(オ
ラ
ン
ダ
領
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
)
の
併
合
、
総
選
挙
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
圏
内
治
安
の
確
立
、
国
民
経
済
の
発

展
特
に
農
村
の
振
興
促
進
な
ど
を
基
本
政
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
相
互
安
全
保
障
協
定
や
対
円
平
和
条
約
批
准
問
題
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
言

明
も
行
っ
て
い
な
い
が
こ
れ
は
新
政
府
の
政
治
的
手
腕
を
示
す
霊
製
問
題
で
あ
り
慎
重
を
捌
し

で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
同
国
は
最
近
各
極
の
国
際
会
議
||
米
イ
錫
協
定
(
一一一月成
-
V
A
)
、

モ
ス
ク
ワ
国
際
経
済
会
議
(
非
公
式
出
席
〉
、
オ
タ
ワ
国
際
ゴ
ム
会
議
(
五
月
開
催
〉
lー
に
代
表

を
派
遣
し
、
イ
国
産
ロ
聞
の
紹
介
、
ゴ
ム
、
鋤
な
ど
の
各
因
究
込
を
は
か
る
ほ
か
ウ
イ
ロ
ポ
新
政

府
も
ソ
連
聞
と
の
取
引
再
開
の
用
意
あ
る
旨
を
示
唆
し
注
目
さ
れ
て
い
る
。

岡
田
の
経
済
状
態
は
政
情
の
不
安
定
を
以
映
し
て
一
般
に
恕
く
、

四
月
初
句
に
は
官
業
日
給

海

外

経

済

調

査

(

上

)

昭
和
ご
十
七
年
四
月

労
務
者
、
公
共
事
業
、
綿
業
各
労
組
の
最
低
賃
金
引
上
要
求
(
現
行
三

・
五
ル
ピ
ア
か
ら
凹

・

五
ル
ピ
ア
引
上
)
、
企
業
繋
備
に
よ
る
失
業
反
対
な
ど
を
標
拐
す
る
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
ゴ

ム
栽
培
業
者
中
比
較
的
資
金
余
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
エ
ス
テ
ー
ト
(
大
農
悶
)
で
も
最
近

深
刻
な
経
営
難
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
が
主
た
る
原
因
は
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
ゴ
ム
市
場
の
軟
化
、

新
輸
出
税
(
ゴ
ム
は
海
外
か
ら
の
需
要
度
の
高
い
商
品
分
類
∞
可
。
ロ
m
w・

C
E
o
m。
司
匂
に
入
り
、
普
通
F
O
B価
格
の
二
五
%
の
特
別
輸
出
税
が
税
せ
ら
れ
る
〉
の
影

響
、
な
ら
び
に
タ
イ
お
よ
び
マ
レ
イ
産
ゴ
ム
の
国
際
市
場
出
魁
り
を
反
映
し
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ゴ
ム
価
格
は
前
月
来
低
迷
を
続
け
本
月
中
の
シ
l

卜

一
号
ポ
ン

ド
当
り
相
場
は
七

・
一
こ
O
ル
ピ
ア
を
前
後
し
、

下
伺
に
は
一
時
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ム
使
用
制
限
撤

廃
措
世
を
歓
迎
し
て
若
干
上
向
い
た
が
、
月
末
に
は
七

・
二
五
ル
ピ
ア
と
再
び
低
轄
し
た
。

政
府
は
最
近
の
貿
易
不
娠
に
よ
る
外
貨
保
有
震
の
減
少
な
ら
び
に
資
本
財
輸
入
促
進
の
見
地

か
ら
米
般
輸
入
盟
(
昨
年
度
の
米
穀
輸
入
量
は
五
O
万
ト
ン
金
・
傾
に
し
て
一
O
儲
ル
ピ
ア
)
の
節

約
を
は
か
り
、
玉
萄
黍
そ
の
他
の
代
用
食
を
奨
励
し
て
い
る
。
ま
た
白
木
商
品
の
取
般
に
大
会

な
役
割
を
持
つ
ベ
ン
テ
ン
業
者
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
経
営
の
小
企
業
で
政
府
の
優
遇
を
受
け
る
)

は
現
在
約
五
二
O
社
を
算
え
、
昨
年
十
二
月
以
降
こ
れ
が
設
立
認
可
は
一
応
停
止
さ
れ
て
い
る

が
、
最
近
に
お
け
る
貿
易
不
振
、
金
融
公
庫
の
貸
出
制
限
な
ど
か
ら
一
部
倒
産
も
伝
え
ら
れ

る。
布
の
如
き
経
済
界

一
般
の
不
況
対
策
と
し
て
ジ
ヤ
ワ
銀
行
は
「
政
府
は
多
少
の
困
難
は
あ
っ

て
も
生
産
事
業
(例
え
ば
産
業
道
路
の
建
設
、
水
田
の
開
発
)
の
育
成
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き

で
あ
る
。
増
産
の
成
果
が
得
ら
れ
れ
ば
輸
出
品
の
値
下
り
に
よ
る
不
況
は
払
拭
出
来
る
」
と
抜

本
的
生
産
増
強
僚
を
勧
告
し
て
い
る
。

ω
タ
イ
米
側
格
の
高
騰
と
経
涜
統
制
の
強
化

タ
イ
国
輸
出
の
大
宗
を
な
す
米
の
価
格
は
急
上
昇
を
続
け
て
い
る
。
昨
年
八
月
頃
の
日
本
商

社
買
取
価
格
は
ト
ン
当
り
砕
一
O
%
込
C
・
I
-
F
一
四
八
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
一

六
O
l
一
七
0
ド
ル
と
い
わ
れ
各
r

凶
の
賀
付
競
争
〈
英
領
植
民
地
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、

H
木
な
ど
)
な
ら
び
に
タ
イ
政
府
の
米
輸
出
織
作
(
現
布
米
輸
出
の
大
部
分
は
政
府
間
契

約
、
九
月
ま
で
の
愉
出
品
は
入
O
万
ト
ン
民
間
業
者
の
輸
出
制
合
は
政
府
納
入
四

・
五
ト
ン
に

対
し
一

ト
ン
の
割
当
と
い
わ
れ
る
が
、
四
月
二
十
三
日
以
後
輸
出
禁
止
U

に
よ
り
相
当
の
高
値

六
二
九



経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

こ

)

取
引
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
従
来
入
超
で
あ
っ
た
タ
イ
の
対
日
貿
易
(
一
九
五
一
年
度

目
、
=
一四
八
千
ド
ル
入
超
)
も
本
年
三
月
末
現
在
輸
出

一
一
点
、
八
八
三
千
ド
ル
(
う
ち
米

一
五
百

万
ド
ル
)
、
輸
入
九
、

O
八
O
千
ド
ル
と
六
、
八
O
三
千
ド
ル
の
出
超
に
転
じ
て
い
る
。
そ
の

主
た
る
原
因
は
タ
イ
の
綿
製
品
輸
入
業
者
が
為
替
の
有
利
な
る
関
係
か
ら
、
日
本
綿
製
品
を
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
輸
入
し
て
い
る
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
今
後
日
木
の
同
国

か
ら
の
米
輸
入
が
増
加
す
れ
ば
、
貿
易
収
支
は
さ
ら
に
不
均
衝
を
来
た
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
一
九
五
二
年
度
目

・
タ
イ
貿
易
協
定
は
昨
年
度
の
パ

l
タ
l
方
式
を
踏
襲
、
貿
易
金
額
を

輸
出
入
各
六

O
百
万
ド
ル
に
引
上
げ
、
四
月
末
ま
で
暫
定
的
に
延
長
さ
れ
て
い
た
が
、
期
限
満

了
と
共
に
さ
ら
に
二
カ
月
間
(
六
月
三
十
日
ま
で
〉
延
長
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。

タ
イ
国
経
済
は
比
較
的
安
定
を
示
し
て
い
る
が
、
政
府
は
さ
ら
に
囲
内
態
勢
の
強
化
の
た
め

白
米
、
豚
肉
、
豆
類
、
野
菜
、
酒
類
、
燃
料
、
純
物
、

品
工
掛
M
Fハ
な
ど
に
つ
い
て
は
柿
格
統
制

〈
価
格
表
記
な
ど
)
を
行
い
販
兜
業
者
の
不
当
利
栂
防
止
措
世
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
政
府
は

軍
備
砿
張
に
裂
す
る
財
政
資
金
の
磁
純
労
々
一
輪
山
税
を
貿
易
の
実
情
に
適
合
せ
し
め
る
た
め
本

年
第
二
四
半
期
(
四

l
六
月
)
に
適
用
す
る
新
輸
出
税
基
準
の
変
更
を
行
っ
た
。
右
措
世
は
国
際

市
場
で
需
要
度
の
高
い
白
米
、
粉
米
な
ど
の
税
率
引
上
と
国
際
市
場
で
競
争
関
係
に
あ
る
ゴ

ム
、
錫
な
ど
の
税
率
引
下
げ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

七
、
イ
ン
ド
そ
の
他

ω
イ
ソ
ド
綿
業
の
不
振

一一一月
初
何
の
綿
花
(
二
五
|
三
五
%
安
)
黄
麻
(
四
五
%
安
)
油
脂
〈三
五

l
五
五
%
安
)
等
重
要

商
品
の
暴
落
は
そ
の
後
輸
出
制
当
制
の
撤
廃
な
い
し
輸
出
税
の
軽
減
等
、
二
、
三
の
措
置
に
よ

り
月
末
や
や
持
ち
な
ほ
し
の
兆
を
み
せ
た
も
の
の
、
外
国
商
社
は
一
向
に
賀
気
を
示
さ
ず
、
四

月
に
は
い
っ
て
か
ら
は
再
び
秋
制
に
転
じ
、
月
中
黄
麻
は
弱
保
合
、
綿
花
は
一
五
%
方
低
落
し

た。
業
界
の
有
力
筋
で
は
、
布
陣
-Mn川
の
右
他
下
り
肝
価
損
を
約
一
、

0
0
0百
万
ル
ピ
l
(黄
麻

附
係
五
五

O
百
万
ル
ピ
l
、
判
別
附
係
二

-
0.百
万
ル
ピ
!
、
民
の
他
二
回

O
百
万
ル
ピ
l
)
と
み

て
お
り
商
品
担
保
な
い
し
ユ

ー
ザ
ン
ス
手
形
担
保
に
よ
る
命
融
緩
和
を
つ
よ
く
要
望
す
る

一
方

燥
短
を
強
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
制
楽
部
門
で
は
ア
メ
ダ
パ
ア
ド
の
二
一

一
紡
鍛
工
場
が
ご

交
替
制
を
中
止
し
、
ボ
ン
ベ
イ
の
二

O
て
揚
が
三
吏
替
制
を
中
止
し
て
多
数
の
失
業
者
を
出
し

六
三
O

そ
の
他
全
イ
ン
ド
黄
麻
工
場
は
三
月
三
十
一
日
よ
り
週
四
二
時
間
労
働
に
復
帰
し
、

一
五
O
の
人
絹
工
場
も
二
受
替
制
を
廃
し
て
四
割
方
の
操
短
を
実
施
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
本
年
一

l
六
月
間
の
綿
布
輸
出
割
当
二
回
O
百
万
ヤ
ー
ド
〈
前
期
の
割
当
残

一
四

O
百
万
ヤ
ー
ド
と
新
規
制
当
一

O
O百
万
ヤ
ー
ド
を
合
算
〉
の
内

一
|
一
一
一
月
間
の
輸
出
実

績
が
わ
ず
か
に
四

O
百
万
ヤ
ー
ド
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
残
余
の
滞
貨
処
分
に
こ
こ
当
分
悩

ま
ね
ば
な
ら
ず
、
二

O
万
依
に
上
る
米
綿
の
輸
入
引
取
を
木
年
九
月
ま
で
延
期
し
た
い
官
ア
メ

リ
カ
に
要
請
し
て
い
る
。

て
お
り
、

因
に
一
九
五

一
年
九
月
か
ら

一
九
五
二
年
八
月
に
い
た
る
イ
ン
ド
の
柿
花
需
給
計
聞
を
み
る

に
、
輸
入
綿
一
六

O
万
侠
(
内
七
O
劣
は
米
制
〉
と
国
内
産
糾
一一一一-一
O
万
侠
の
内
ニ
九
O
万
依

(
残
り
凹

O
万
般
は
輸
出
)
、
合
計
間
五

O
万
侠
で
囲
内
消
賀
は
充
分
附
え
る
と
み
て
い
る
の

凶
月
十
五
日
商
工
大
臣
は
繊
維
附
係
の
不
況
に
つ
会
戸
明
を
発
し
「
現
在
の
繊
維
品
在
州
と

く
に
綿
製
品
の
在
仰
は
イ
ン
ド
同
民
の
全
需
要
に
比
し
過
剰
と
は
い
え
な
い
。
過
剰
は
一
時
的

な
い
し
地
方
的
現
訟
で
あ
る
」
と
し
て
む
し
ろ
来
観
し
て
い
る
。

以
上
の
如
会
制
業
、
黄
麻
工
業
等
重
要
産
業
の
不
振
に
加
え
例
年
の
こ
と
な
が
ら
食
粗
不
足

が
最
近
い
よ
い
よ
深
刻
と
な
り
イ
ン
ド
経
済
の
二
つ
の
癌
と
み
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
例
年

約
三
百
万
ト
ン
程
度
の
食
胞
を
輸
入
し
て
い
た
が
、
昨
年
の
実
績
は
四
七
二
万
ト
ン
に
上
り
、

本
年
は
突
に
五

O
O万
ト
ン
に
遥
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
が
輸
入
計
画
は
ア

メ
リ

カ
の
イ
ン
ド
食
糧
援
助
法
(
一
九
五
一
年
一
九

O
百
万
ド
ル
の
貸
与
を
決
定
し
、
さ
ら
に
本
年

二
月
ご
十
六
日
ト
ル
1
マ
ン
大
統
領
は
八
、
七
四
五
千
ド
ル
の
食
糧
按
助
資
金
を
M
S
A
に
要

請
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
)
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
賀
村

-O
O万
ト
ン
、
国
際
小
麦
協

定
の
削
当

一
回
O
万
ト
ン
、
タ
イ
、
ピ
ル
マ
、
台
湾
か
ら
の
貿
付
ご
六

O
万
ト
ン
と
な
っ
て
い

る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
本
年
の
食
縮
減
産
傾
向
か
ら
、
こ
れ
が
迷
成
・は
困
難
視
さ
れ
て

い
る
。間
パ
キ
ス
タ
ン
武
麻
業
不
況

現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
は
独
立
前
の
全
イ
ン
ド
揃
概
地
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
た
と
い
わ
れ

る
だ
け
に
米
の
自
給
同
で
あ
る
が
、
本
年
の
米
収
秘
前
は
作
付
而
制
の
減
少
〈
昨
年
の
ニ
二
、

凹
O
O千
エ
ー
カ
ー
か

02二
、
七
八
二
千
エ
ー
カ
ー
に
減
少
)
、
思
天
候
と
虫
笥
揃
減
不

良
等
に
よ
り
昨
年
の
八
、
一
九
五
千
ト
ン
に
比
し
七
、
五
=
七
千
ト
ン
〈
精
米
1
第
一
回
・
話
米



予
想
発
表
〉
と
前
年
比
八
%
の
減
収
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
政
府
は
四
月
八
日
食
糧
輸

出
禁
止
の
継
続
を
発
表
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
輸
出
総
額
中
四
O
%
を
し
め
る
黄
麻
業
界
の
不
況
は
イ
ン
ド
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
本
年
は
じ
め

一
級
品
で
現
物
-
俵
当
り
市
価
一一

一
一
一
ル
ピ

ー
が
一一
一
月
十
五
日
に
は
一
四
二

ル
ピ
!
と
一
一一
凶
%
(
イ
ン
ド
は
同
期
中
六
O
%
安
)
の
値
下
り
を
一一小
し
た
。
同
月
十
九
日
政
府
は

値
下
り
防
止
の
た
め
最
低
取
引
価
格
を
発
表
し
、
月
末

}
五
五
ル
ピ
ー
に
ま
で
回
復
を
み
せ
た

が
、
四
月
に
は
い
っ
て
か
ら
は
再
び
下
落
傾
向
を
示
し
、
月
末

-
四
四
ル
ピ
ー
に
低
落
し
た
。

右
の
如
き
不
況
に
対
し
政
府
と
し
て
は
何
ら
特
別
な
不
況
対
策
は
講
じ
て
お
ら
ず
専
ら
ア
メ

リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
-
諸
外
国
の
貿
付
に
期
待
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

な
お
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
商
品
、
と
く
に
人
絹
レ
イ
ヨ
ン
が
他
の
日
木
、
イ
タ

リ
ー
、
イ
ン
ド
の
商
品
に
駆
適
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
本
月
末
よ
り
イ
ギ
リ
ス
レ
イ
ヨ
ン
に

対
す
る
輸
入
税
を
引
下
げ
よ
う
3

と
す
る
勤
き
も
一
部
に
み
ら
れ
、
同
国
が
日
木
の
繊
維
関
係
輸

出
市
場
と
し
て
主
要
な
地
位
を
し
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
今
後
の
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
る
。

間
涼
州
小
麦
協
定
の
価
格
引
上
要
望

昨
年
六
月
以
降
、
賃
金
物
価
の
悪
循
環
を
続
け
て
い
た
桜
州
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
最
近

羊
毛
輸
出
の
不
振
に
加
え
、
政
府
な
ら
び
に
濠
州
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ズ
銀
行
の
イ
ン
フ
レ
対
策
に

よ
り
さ
す
が

K
落
つ
き
を
み
せ
、
本
年
三
月
中
の
生
計
費
臓
貸
率
は
わ
づ
か
に
二

・
七
銘
に
す

ぎ
ず
、
四
月
十
五
日
発
表
さ
れ
た
賃
金
改
訂
に
お
い
て
も
最
高
九
濠
シ
リ
ン
グ
(
メ
ル
ボ
ル
ン

市
)
、
最
低
三
諜
シ
リ
ン
グ
(
西
オ
l

ス
ト
ラ
リ
ヤ
州
)
と
平
均
六
濠
シ
リ
ン
グ
ハ
週
給
〉
の
引
上

げ
に
止
っ
た
。
こ
れ
を
本
年
一
月
の
引
上
額

一
O
諌
シ
リ
ン
グ
、
昨
年

一
O
月
の
二
諜
シ
リ

ン
グ
、
同
年
七
月
の
一
一
一
議
シ
リ
ン
グ
に
比
す
れ
ば
緩
慢
な
上
昇
と
い
え
る
わ
け
で
、
政
府
当

局
も
、
今
後
生
計
費
は
横
ば
い
な
い
し
下
落
傾
向
を
示
す
だ
ろ
う
と
報
じ
て
い
る
。

右
を
反
映
し
て
か
ニ
ュ

1
サ
ウ
ス
ウ
エ
ル
ズ
州
、
ヴ
イ
ク
ト
リ
ヤ
州
、
お
よ
び
百
オ
l
ス
ト

ラ
リ
ヤ
州
の
牧
畜
業
経
営
者
協
会
で
は
と
の
ほ
ど
賃
金
引
下
げ
を
決
議
し
て
お
り
、
終
戦
後
は

じ
め
て
の
こ
と
だ
け
に
成
行
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

三
月
八
日
、
実
施
さ
れ
た
輸
入
削
減
措
積
以
後
の
市
況
に
つ
い
て
、
誠
州
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行

月
報
は
「
今
後
売
上
げ
は
多
少
好
転
し
て
商
品
在
陣
も
若
干
減
少
を
示
す
で
あ
ら
う
が
、
現
在

の
市
価
の
ま
ま
で
在
庫
が
完
全
に
捌
け
る
と
み
る
の
は
早
計
で
あ
る
」
と
伝
え
て
お
り
、
ま
た

海

外

経

済

調

査

〈

上

)

昭
和
二
十
七
年
四
月

減
州
の
輸
入
は
例
年
十
月
|
ご
月
の
聞
に
発
注
が
集
中
し
、
着
荷
が
殺
到
す
る
の
が
通
例
で
、

そ
の
意
味
か
ら
も
今
回
の
輸
入
削
減
措
置
は
お
そ
き
に
失
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

}
九
四
九
年
三
月
ワ
シ
ン
ト
ン
で
調
印
さ
れ
た
国
際
小
麦
協
定
(I
W
A〉
は
一
九
五
三
年
七

月
で
失
効
と
な
る
の
で
と
れ
が
更
新
に
関
し
国
際
小
麦
理
事
会
が
四
月
十
七
日
よ
り
ロ
ン
ド
ン

で
開
催
さ
れ
た
。

ζ

の
席
上
、
渡
州
代
表
は
現
行
の
輸
出
価
格
(
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
り
一

・
八

0
ド
ル
U

一
一一
シ
リ
ン
グ
一
一
ペ
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れ
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当
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い
も
の

で
あ
り
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従
っ
て
今
後
値
上
げ
が
考
躍
さ
れ
な
い
場
合
に
は
輸
出
割
当
量
の
削
減
を
要
求
す
る

ほ
か
な
い
と
主
張
し
、
カ
ナ
ダ
の
提
案
し
た
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
り
ご
ド
ル
三
五
セ
ン
ト
す
な
わ

ち
現
行
輸
出
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格
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し
四
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年
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麦
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輸
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右
の
自
白
川
格
な
み
に
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
当
面
の
貿
易
収
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前
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界
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濠
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